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（東京都看護協会 入室） 

（要望書手交） 

○司会 ありがとうございます。どうぞご着席お願いをいたします。おはようございます。

それでは、これより東京都看護協会の皆さまとのヒアリングを始めさせていただきます。

では、冒頭、まず知事からお願いいたします。 

○小池知事 おはようございます。遠方から、じゃなかったかしら、最近はとても近しい

場所になりまして、新しいところでご活躍、ご苦労さまでございます。まず、来年度の予

算編成にあたりましての皆さま方からのご要望をうかがわせていただきたいというのが１

点。それから、高齢化の進展、そしてまた、看護人材の不足などもございまして、様々な

課題があろうかと思います。今後とも、健康な、そして長寿が楽しめる、安心して生活で

きる東京都としていくためにも、また、中長期的なお話などもうかがえればと、このよう

に思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

〇司会 では、ご着席のままで結構でございます。会長からよろしくどうぞお願いいたし

ます。 

〇東京都看護協会（山元会長） おはようございます。本日はお忙しい中、お時間いただ

きまして本当にありがとうございます。私が、公益社団法人東京都看護協会の山元でござ

います。そして本日は、東京都訪問看護ステーションの会長の椎名さんと２団体でまいり

ました。そして今日は、令和２年度の東京都の予算要求に対する要望をいくつかさせてい

ただいて、皆さんとの意見調整をさせていただきたいと思っております。 

まず、私どもの協会のご案内をさせていただきますと、都内では12万5000人の看護師が

働いております。そのうちの約５万人が、私どもの協会の会員でございまして、保健師、

助産師、看護師、准看護師、この４つの職の団体でございます。都内では最大の職の団体

だというふうに思っております。特に協会では、看護師の看護の資質の向上、そして人材

確保・定着というところで、プラザの事業等も請け負わせていただいておりますし、住民

の福祉保健に関する保健事業の活動も積極的に行なっております。特に、看護師確保のた

めの東京都からのナースプラザ事業におきましては、特に看護の質の向上とともに育成、

そして確保対策、そしてこれからの看護の需要に向けてのことも、是非ここを考えていた

だきたいなと思っております。 

また、訪問看護ステーション協会におきましては、教育庁から医療的ケア児の登下校に

関わる事業を請けておりまして、これについても、今日は少しお話をさせていただきたい

と思っております。また、当協会では国際化に向けて、ラオスや、そしてソウル等につい

てのボランティア事業も行なっております。そしてまた、2020年のオリンピック・パラリ

ンピックにおきましては、観客の皆さんや選手の皆さんの医療や救護の、そういうボラン

ティア活動についても、今600人ぐらいの一応応募がありまして、そして皆さんのところに

登録していると思います。また、これについては英会話研修を２年前から始めております

ので、今卒業生1600人ぐらいおりますが、少し看護師が語学力をつけて、オリンピックだ
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けではなくて国際化に向けて、東アジアのリーダーとして活躍できるような、そんな事業

体制も行なっております。また、最後になりますが、本年度５月は本当にお忙しい中、落

成式にお越しいただきましたこと本当に会員一同感謝しております。本当に歩いて５分ぐ

らいのところですので、是非また皆さん、知事にもお越しいただきたいと思っております。

それでは早速、要望について少しお話させていただきます。 

ここにあげました要望の内容につきましては、本当にこれから2025年に向けて、高齢化

に向けてということと、もう１つは高齢者だけじゃなくて、子どもたちを産み育てていく

お母さんや、そして子どもたち、障害のある人たち、すべての命と暮らしと、そして尊厳

を守り抜くということが、私たち看護にとってのこれからも、そして未来に向けて健康な

人たちを支えていくということが大きな事業だというふうに考えております。また、人生

100年時代。先ほどもお話がありましたように、本当に高齢になって良かったと思えるよう

な、そういう暮らしの中に、看護や介護、そして医療を一体化していけるような、そうい

う橋渡し役を看護師が担っているというふうに考えております。それでは、要望事項につ

いては１ページ目に書いてあります、この６点について少し細かくお話させていただきた

いと思います。それでは２ページ目に、めくっていただきまして、「地域包括ケアシステム

を基盤とした看護供給体制の推進に向けて」ということの中では、一番やはり、（２）の訪

問看護師対策の一層の充実を図っていただきたいということです。これからはやはり、在

宅で、おうちでいろんな方々を看ていくというのは、子どもから高齢者、そして精神の人

たちもすべて在宅でという援助をしていきたいと思っておりますが、都内にはまだ常勤換

算して5000人ぐらいしか在宅の看護師がおりませんので、この辺をしっかりと在宅が、看

護師たちが充実した、そして質の高い看護ができますように、今教育ステーションをつく

っていただいておりますが、もう少しここを拡充して、いろんなところでリーダーシップ

が取れるような教育ステーションをつくっていただきたいと思っております、していただ

きたいと思っております。また、オに書いてあります、東京都看護師の修業資金の返済免

除については、直接新採用者が訪問看護ステーションに新卒で入っていくと、これは免除

されないんですよ、奨学金制度が。ここをちょっと改めていただきたいなというふうに思

っております。 

それでは、その次の３ページ目に入っていきますが、特に３ページ目「（４）地域保健

活動の活性化を図られたい」ということの中では、ア 各市町村の地域包括ケアシステム

担当部署に保健師を配置させてほしいんです。ここがいろいろ、看護師であったり、いろ

んなところがあるんですけど、是非ここは保健師さんを配置していただいて、予防からし

っかりと地域包括のところにつきましては、力を入れて、そしてできる限り健康寿命を延

ばすためには、ここをやっぱり力を入れないと、私たちはこれからの社会、そして高齢者

の問題、そして8050の問題、いろんな問題が地域の中で存在しておりますので、そういう

ところの整理を、やはり保健師が公衆衛生の活動や診断、地域診断等ができる、ここが一

番重要なポイントだと思っておりますので、是非よろしくお願いしたいと思っております。 
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それでは、大きい数字の２番ですね。「医療分野を支える看護職のライフステージに応

じた施策の実現について」ということですが、これは、看護師の確保・定着のための施策

の推進を、是非ここを更に強化していただきたいと思っております。先日、需給見通しが

出たんですけども、やはり東京都は上から３番目で４万人ぐらい。この2025年においては、

まだまだ看護師が足りなくなるって言われております。全国的に見ると、100％で満たされ

てるところもあるんですけれども、やはり埼玉、神奈川、東京、この辺はやっぱりまだま

だ足りない地域になっておりますので、是非次世代を育てていく人たちを支えていって、

少しでも辞めないで、そして非常にシルバー看護師と言うか、プラチナ看護師と言います、

私どもはプラチナ看護師のいろんな働き方をまた支援していただきたいなというふうに思

っています。特にこのウのところに、夜勤対策ができない、夜勤ができない、子育てをや

っている、そういう職員については、是非働き方改革と併せて、報酬や待遇の改善なども

図っていただきたいというふうに思っております。 

それでは４ページ目にまいります。「次世代育成に関する事項について」です。これの

（２）ですね。地域と連携した母子保健及び要保護児童対策を充実を図りたいということ

で、特に、ここのところ非常に悲しい虐待の問題や子どもたちの貧困の問題、そういうと

ころがクローズアップされて、非常に心痛いところがありますが、これにつきましては、

特に障害のある子どもたちが早くから支援していけるような、お母さんと子どもの居場所

づくり、そういうところにも是非力を入れていただきたいなと思っております。 

そして４番目。災害対策についてでございます。４番目の「（２）災害支援ナース制度

の確立のための支援」ということで、これにつきましては、東京都看護協会では、今災害

支援ナース制度というのをずっと要請しておりまして、これについては、当協会では792

人が今災害時にいろいろ支援に行きますということで登録しております。特に、私どもは、

避難所における看護や公衆衛生についてのところを主に担当するように指導しております

し、そういう体制をつくっておりますので、これについての手引書やいろんな作成につい

ての是非ここら辺の支援をよろしくお願いしたいなと思っておりますので、この災害支援

ナースの制度について、是非ここをご支援をお願いします。 

次の５ページ目に入っていきます。５ページ目の５番。看護職の養成に関する事項につ

きましては、特に（１）、ここの中ではやはり看護職は益々これから高度な、そして質の高

い看護を求められております。その中では、看護の提供システムの中では、基礎教育４年

化ということを、今、日本看護協会等では打ち出しております。特にこれにつきましては、

東京都で設置している看護学校、これをいち早く４年化に向けての制度を整えていただき

たいと思っています。カリキュラムが今回いろいろ変更になりました。看護師のカリキュ

ラムが。今まで97単位が102単位になります。まだまだ124単位の大学のところには届かな

いんですけども、102単位を３年間でやるっていうのは非常に難しい話なんです。ですから、

ここは2022年に新カリキュラムの体制が入りますので、ここには是非、都立の看護学校お

よび首都大学の東京、関係のところには、４年生の基礎教育に向けてのリードをとってい
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ただきたいなというふうに思っております。あと（２）でございます。特に看護の安全性、

そしてこれからの活動を考えますと、今働いている准看護師さんたちをもっと高度化して

いかなければいけないと思っております。ですから、安全確保の点から見ると今の准看護

師の教育体制を整えていかなければいけないと同時に、ここは准看護師の養成は停止して

いただきたいと思っています。そして、東京都としてこれを是非国にも働きかけていただ

いて、今看護師と、そしていろんな意味では准看護師と、いろんな業務上なかなか区別で

きないようになっているんですけども、安全面や、そしていろんな教育体制を考えると、

やはりこれは准看護師の養成停止について、是非東京都が先に働きかけていただきたいな

と思っております。そして（４）看護職の副院長設置についてでございます。これは看護

師確保対策、そして経営的な面や実質的な面を考えますと、非常に看護職がたくさん病院

におりますので、そういう意味では副院長制をとっていただいて、リーダーシップをとら

せていただくことによって、より病院が円滑に、そして地域との関連が深くなってまいり

ますので、是非都内の病院でも看護職の副院長が増えるような対策を講じていただきたい

と思っております。（５）の特定行為に係る看護師の研修制度につきましては、なかなかこ

れが進んでいかないところなんですけれども、是非これのご支援もよろしくお願いしたい

と思っています。 

それでは６ページに入っていきます。６ページの最後になりますが、医療的ケア児の対

策について、これは新規の項目になっております。特に今、医療的ケア児のところにつき

ましては、訪問看護ステーションの方から支援をしておりますが、送迎の支援をしており

ますが、是非これは教育現場の常勤で看護職を配置していただきたいと思っています。特

別支援学級にいる看護師はすべて非常勤になっております。この辺が、やはりなかなか質

の高い、子どもたちに合わせた医療的ケアを一人ですべての子どもたちにやるっていうの

は難しい話ですから、ここを是非常勤の看護師複数配置して、そして医療的ケア児が日夜

しっかりと、望むなら、自分たちが勉強できる環境を整えてあげるようにしていきたいと

思っています。また、次年度におきましては、医療的ケア児の中で人口呼吸器の子どもた

ちもすべて特別支援学校の方で学ばせるようにというお話もいただいておりますので、そ

ういう意味では、非常に、学校で勤務する養護教員や、そしてこれから新しく看護師にな

る人たちにもその夢を叶えさせるためにも、特に首都大学の方においては、看護職の免許

を取った後に、特別支援学校の教育資格が取得できるようなそういうコースも設けていた

だくと有難いかなというふうに思っております。以上でございます。ちょっと訪問看護ス

テーションの方から一言。 

○東京都訪問看護ステーション協会（椎名会長） 東京都訪問看護ステーション協会の椎

名です。いつもお世話になっております。また、今年度から訪問看護師の人材確保事業で

追加をして、オンデマンドの研修の方と委託を請けさせていただいてありがとうございま

す。今月の５日から配信になっておりますけれども、111人の登録をいただいて、勉強を開

始させていただいておりますが、少し受講できる受講者の制限が厳しくって、本来であれ
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ば訪問看護ステーションの看護師全員に受講をさせてあげたいというふうに思うんですけ

れども、東京都からの、産休や育休中、介護休中の方のみっていうような規定があって、

人数をなかなか拡充できないような状況でおりますので、この点について、来年度からも

う一度、この受講の条件を少し緩和していただけると有難いというふうに思っております。 

あともう１つ、医療的ケア児のことについては、昨年度よりバスの送迎について行なっ

ておりまして、現在28コース48名の児童さんを送迎させていただいておりますけれども、

訪問看護ステーションも24時間、少ない人数で在宅の看取りとか、夜間も緊急出動とかし

ている中で、なかなかこの朝の送迎とかに付いていくのが難しい状況で、このままこれ以

上のこの児童数を訪問看護ステーションだけで見ていくっていうのは難しい状況だという

ふうに思っておりますので、是非とも学校の方で常勤の看護師さんを雇っていただき、そ

の看護師さんにバスの送迎をしていただけると有難いというふうに思っております。よろ

しくお願いいたします。 

○司会 はい、どうもありがとうございました。それでは、まず知事から、そのあと局長

の方からご回答させていただきます。 

○小池知事 何点かご要望がございました。まず私の方からは、地域包括ケアシステムを

基盤とした看護供給体制の推進ということでございました。医療機関から在宅へ切れ目の

ないケアを提供するということで、在宅医療を支える訪問看護師さん、それから医療機関

看護師さんが相互に理解を深めていただいて看・看連携の推進ということは重要だと認識

しております。そこで、都といたしまして、地域での教育ステーション事業でモデル事業

を経まして、平成28年度から本格実施をしているところでありまして、この地域包括ケア

システムの充実ということについては引き続き努めていきたいと考えております。 

それから２番目の看護職のライフステージに応じた施策の実現ということで、東京都ナ

ースプラザの運営につきましても、多大なご協力いただいているところでございます。少

子化、そして労働力人口の減少という中で、一方で看護ニーズは増大をしているという、

そのためには、やはり看護職員の確保の対策を総合的に進めていくことが必要でございま

すので、都として、養成と定着と再就業、これを柱として様々な施策を推進しているとこ

ろであります。これからもナースプラザの運営につきましても、皆さま方と一体となって、

看護職員のライフステージに応じた効果的で、かつ安定的な人材確保の対策に努めていき

たいと考えております。 

それから、私からもう１点で、次世代の育成に関する事項でございます。区市町村、そ

して関係機関と一体となりまして、児童虐待防止の普及啓発に取り組んでいるところでご

ざいます。すべての区市町村で、子家セン、子ども家庭支援センター、そして児童相談所、

学校、警察、保健所など地域の関係機関で構成するネットワークの構築をいたしておりま

して、地域全体で子どもを育てるような環境整備に取り組んでいるところでございます。

これからも協力、連携して進めていきたいと考えております。私からまずその３点でござ

います。 
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〇福祉保健局長 引き続きまして、私の方から。まず、１点目の災害対策のところでござ

います。お話ありましたように、避難所における災害時の要配慮者対策、これは非常に重

要なものだと考えております。特に避難所に行ったら、まさに看護職員の方含めて、専門

職の方々の活用ということが、いろいろこれから、多種職連携でございませんが、問われ

ていくのかなと思っています。今、避難所には様々な区市町村の取組をやっておりますけ

ど、こういった事例もご紹介しつつ、いろいろご協力をいただきながら進めていきたいと

思っております。 

それから、看護職の養成確保の部分でございます。先ほど、会長からもお話いただきま

したけれども、2025年の看護職員の需給の推計値では、確か都内は17万、今、必要だとい

う推計値が出てます。ただこれは、医療機関の病床の機能をどう見ていくかにも、その区

分をどう見ていくかにもありますので一概には言えないんですが、それに対して３万、４

万足りないっていうところがございます。この需給推計の達成に向けて、都内看護職員の

計画的、かつ安定的な確保・育成、これは最大重要課題だと思っております。まさにここ

は二人三脚で力を貸していただければと思っております。よろしくお願いします。 

それから、先ほど、訪問看護師さんの研修の件、これ多分、今年新規で始めさせていた

だきました。なにぶん、我々もちょっと手探りの中で始めたところもございます。現行制

度上の不具合等々あれば、これは個別にまた意見交換させていただきながら、改善すべき

は改善させていただきまして、大事なのは、今看護師さん全体の需給もそうなんですが、

訪看のところの看護師さんが非常にまだまだ足りてないっていう認識を持っております。

この育成に向けて、いわゆる病院との連携も含めて、全体で何ができるかっていうのを是

非是非ご意見をいただければと思っておりますので、また実務的に進めさせていただきま

す。私からは以上でございます。 

〇司会 私どもからのご回答は以上とさせていただきたいと思います。では、お時間もま

いってますので、よろしゅうございましょうか。では、以上、はい、最後に。 

〇小池知事 私の場合、母が地域包括ケアでお世話になりました。最後は緩和ケアだった

んですけど、やはりそこで看護師さんが、いろいろとさすってくれたり、大丈夫ですよっ

て言って声を掛けてくれたり、そのことが一番助かったっていいましょうか、私が声を掛

けるより、看護師さんの方から声を掛けていただくと、母が余計安心したというのもあり

まして、医療技術もさることながら、そういったケアの仕方でずいぶん本人も、また、家

族も安心すると思います。そういった面のいろいろな学びの方もよろしくお願いをしたい

と思っております。 

〇東京都看護協会（山元会長） はい、今のお言葉を皆さんにも、また会員に伝えて、よ

り真心のこもった質の高い看護が提供できるように、私どもも努めてまいりたいと思いま

す。どうもありがとうございました。 

〇司会 どうもありがとうございました。また引き続き連携をとらせていただきたいと思

います。以上をもちまして、終了とさせていただきます。どうもありがとうございました。 
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（東京都看護協会 退室） 

○司会 どうもありがとうございました。どうぞお入りください。東京都生活衛生同業組

合連合会の皆さまでございます。 

（東京都生活衛生同業組合連合会 入室） 

（要望書手交） 

○司会 どうもありがとうございました。どうぞご着席をお願いいたします。それでは、

これより東京都生活衛生同業組合連合会の皆さまとのヒアリングを始めさせていただきま

す。では、まず冒頭、知事からお願いをいたします。 

○小池知事 おはようございます。座ったままで恐縮でございます。皆さま方、美容業、

食肉販売業、飲食業と、様々な都民の生活に近い場で非常に事業を長年営んでおられる方々

が多数でいらっしゃいます。いよいよ来年が2020年東京大会と迫りました。そういった中

で、観光をひっくるめて、これからたくさんの海外からの方もお見えになるでしょうし、

そういった方々をおもてなしをしていただくと、そういう意味で大変期待をしているとこ

ろでございます。また、特に皆さま方にお願いしたい件が、受動喫煙対策でございまして、

これから東京都の受動喫煙防止条例、段階的に施行されまして、来年の４月からは全面施

行とこのようになっております。こちらにつきましても、皆さま方のご意見を賜りながら、

またご協力を賜りながら、対策を強化してまいりたいと考えております。大変短い時間で

はございますが、来年度のご要望と、そしてまた、中長期のビジョンなどお聞かせいただ

ければと存じます。どうぞよろしくお願いいたします。 

〇司会 それでは、どうぞ座ったままで結構でございます。会長、よろしくお願いいたし

ます。 

〇東京都生活衛生同業組合連合会（三田会長） それでは私の方から。東京都生活衛生同

業組合連合会の会長を仰せつかってます、三田でございます。よろしくお願いします。本

日は令和２年度東京都予算編成に対する要望の機会をいただきましたこと、まずは厚く御

礼申し上げます。私ども生衛連は、傘下に16の生衛組合が、先ほど知事が仰ったように、

今日お伺いしてますのは、鮨、喫茶、私どもの料理、食鳥肉、氷雪販売等の飲食や食品サ

ービス関係から美容、クリーニング、ホテル、旅館、簡易宿泊等の環境サービス部門の方

まで、都民の皆さまの生活に大変密接につながっている多様な業種で構成されております。

その各組合が相互に、また東京都生活衛生営業指導センターと連携しながら、都内生衛業

の経営の健全化および振興を通じて衛生水準確保のために活動をしております。我が国の

景気は緩やかな回復基調が続いているとされていますが、残念ながら陰りが見えてきたよ

うにも思います。その中で、生衛業は小規模な店舗が多く、また労働生産性が低いうえに、

人手不足も深刻化しております。従前より厳しい経営環境が続いております。その中で、

本日要望させていただく項目は、生衛業を取り巻く様々な制度の改善を通して業界の振興

と衛生水準の向上を図るとともに、都民の皆さまへのサービスの向上へつながるものと考

えております。今後とも引き続き私ども生衛業に対する格別のご理解とご支援をいただき



各種団体からの東京都予算に対するヒアリング（令和元年 11 月 21 日午前）.doc 

8 

 

ますようによろしくお願いしたいと存じます。なお、個別の要望事項につきましては、事

務局からこれから説明をさせていただきますのでよろしくお願いいたします。 

〇司会 はい、どうぞお願いいたします。 

○東京都生活衛生同業組合連合会（事務局） それでは、事務局の方から説明させていた

だきます。東京都生活衛生同業組合連合会、以下東生連と略させていただきます。要望に

ついて説明させていただきます。今回も項目が多く、大変恐縮でございますが、東生連は

多様な業種の同業組合の連合体で、個別の要望も多数ございますためご了承願います。時

間の関係もございますので、東生連全体の要望を中心に４点に絞って説明させていただき

ます。 

 要望書１でございます。具体的には７ページをお開きください。まず１点目ですが、生

活衛生同業組合への加入促進の取組に対する支援の要望で、毎年お願いしているものでご

ざいます。生衛組合、ご承知の通り、生衛法という法律に基づいて、業種ごとに都道府県

に１つだけ設立が認められております。そして、衛生施設の維持・改善向上・経営の健全

化のため、行政情報や食中毒等の衛生情報等について、組合員に周知指導をするという重

要な役割を果たしております。しかしながら、近年組合に加入しない生衛業者が増加して

おりまして、生衛業界における衛生水準の面でも憂慮される問題と考えております。現在、

都の担当部署にもお願いし、加入促進のパンフレット等を保健所の窓口に設置していただ

いておりますが、今一度、生衛組合の法に基づく役割を再確認していただき、保健所等の

窓口におきましては、営業許可申請を受ける際など、様々な機会をとらえて、組合加入の

メリット等について積極的に情報提供されるよう、これまで以上の連携協力をよろしくお

願いいたします。 

 次に２点目になります。８ページをお開きください。先ほど知事からお話ありました、

東京都受動喫煙防止条例への対応についての要望でございます。先ほどありましたように、

本年９月１日から条例により、都内飲食店において店内における喫煙・禁煙状況の店頭掲

示が義務付けられ、また、飲食店や宿泊施設など多数の方が利用する施設は、来年４月１

日から原則屋内禁煙となります。屋内に喫煙室を設ける際には、法律の定める技術的基準

を満たさなければなりません。小規模な店舗が多数を占める生衛業にとって、通常の営業

をしながら、場合によっては営業停止してでの喫煙室の設置など厳しい対応を行わなけれ

ばならず、経営上の影響やお客さまへのサービスの低下の懸念など、今後も各店舗におい

て多くのトラブルが発生するのではないかと強い危機感と不安を抱いております。今回の

要望は、各組合に混乱が生じないよう、各種の対応・配慮をお願いするものでございます。

（１）は補助金の継続でございます。まだまだ法令の内容を理解していない、あるいは理

解していても投資コストが莫大となるため、どうすべきか決めかねている組合員が多いの

が実態でございます。喫煙室工事に対する補助金は今年度限りということですが、４月ま

でに間に合わないことも考えられます。来年度以降も補助金が活用できるよう、制度の継

続をお願いするものでございます。また、営業しながらの補助金の申請手続きは、大変な
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時間と手間がかかるため、申請要件の緩和や手続きを簡易にしていただきたいという要望

でございます。２番目が条例施行前後の調査でございます。例えば、近隣県に近い繁華街

の飲食店では、近隣県へお客さまが逃避されるのではと危惧しております。条例施行前後

の経済影響や取組の実施度合い等が、どのような影響を与えたのか調査をしていただきた

いというものでございます。９ページをお開きください。３の周知になります。受動喫煙

対策について、我々としても繰り返し会議や機関誌等で周知を図っているところですが、

店舗が理解していても利用されるお客さまが理解していなければ、トラブルが発生するの

ではと考えております。店舗だけではなく、東京都全体の取組として、公共的施設、観光

地、商店街への普及策の展開などを連携して進めていただくようお願いするものでござい

ます。以下、４、５、６は時間の関係で省略させていただきます。 

 次に３点目になります。10ページをお開きください。ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の基

準についてです。条例の策定にあたっては、食の安全の確保が大前提でありますが、家族

経営等小規模零細事業者の過度な負担とならないよう、特段の配慮をお願いするものでご

ざいます。同じページの４点目になります。生衛業の多くは出前や配達業務によって経営

が成り立っております。繁華街での荷捌き用駐車スペースの拡大や短時間駐車への配慮に

ついてご検討いただきたいと思います。 

 以上が東生連全体としての主な要望でございます。なお、その他、税制問題やまちづく

りに関する要望、そして13ページ以降が各組合の個別要項事項をつけさせていただいてお

ります。本日時間の関係で説明できませんが、例えば29ページには、来年真夏に開催され

る東京オリンピック・パラリンピック大会期間中の交通規制についての要望でございます。

交通規制は一律な規制ではなく、スムーズな出前や配達業務ができるよう、通行許可書な

どを発行するなど、定時定点の配送や、氷雪販売業をはじめとする真夏に最盛期を迎える

生衛業への影響を最小限にしていただきたいなど、多くの要望が盛り込まれております。

事業への支援や補助をお願いしたい事項等、どれも切実な要望でございますのでよろしく

お願いします。そして、東生連と協力連携して事業を行なっております、公益財団法人東

京都生活衛生営業指導センターにつきましても、日頃より東京都からのご指導のもと、補

助金等により都民生活の身近な生衛業の感染症対策など衛生水準の確保のための事業や、

外国からのお客さまを生衛業がスムーズに受け入れるための外国人対応支援事業など各種

事業を行なっております。引き続きご支援を賜りますよう、最後に要望10としてつけさせ

ていただきました。以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○司会 はい、どうもありがとうございます。では、まず始めに知事、そのあと私の方で

補足させていただきます。 

○小池知事 はい、いくつかご要望賜りました。まず、生衛業同業組合への加入促進とい

うことでございまして、関係団体の皆さま方と保健所など連携しながら、生活衛生同業組

合の衛生水準の向上や振興施策など進めているところでございますが、今後とも協力しな

がら進めてまいりたいと考えております。 
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それから、いくつか受動喫煙関連でございますが、協会の皆さま方のお力添えをいただ

きながら、飲食店などにおける受動喫煙の防止の取組を進めていきたいと考えておりまし

て、また、補助金につきましても、今様々な課題があるということでございますが、利用

状況など勘案しながらしっかり対応させていただきます。それから、都内の飲食店での受

動喫煙防止対策の取組状況の把握、これは必要でございますので、今後新しい制度の認知

度、そして取組状況を把握する実態調査を行なってまいります。また、全面施行後も、そ

の実態の把握に努めつつ、新制度の円滑な実施に向けた取組を引き続き進めていくという

ことでございます。それから、条例について周知徹底ということでございますが、こちら

も都民に向けて、また、事業者に向けて、それぞれ啓発活動を行なってまいります。区市

町村と、また、関係団体と連携した商店街への働きかけなどを進めてまいりまして、また、

インバウンドのお客さま等については、例えば英語版の解説動画などを活用いたしまして、

在日や訪日外国人への啓発を行なうなど、より一層制度の理解の促進に努めてまいりたい

と考えております。国によって、徹底して行なわれているところと、全く行われていない

ところと、それぞれお越しになる方によって受け止め方であるとか、知識についてかなり

差があると思いますけど、できるだけ丁寧に、いろんな方々に伝わるようにしていきたい

と考えております。 

それから、私からもう１点で、ＨＡＣＣＰに関しましての基準についてでありますが、

これ、条例が改正されたということで、ご要望の、例えば家族経営などの小規模零細事業

者にとって負担が増えるんじゃないかというようなご懸念があろうかと思います。そうい

ったところにつきましては、様々な視点から対応策を検討してまいりたいと、このように

認識しております。他、具体的にまた担当局長の方からお答えさせていただきます。 

〇司会 繁華街における駐車の問題お話いただきました。こちらは、私ども都市活動を営

むうえで業務用の車両は欠かせない存在でございます。特に都心部などにおきまして、荷

捌き用の駐車スペースは必要なものだというふうに考えております。ただ一方で、なかな

か場所の確保というちょっと物理的な問題がございますので、これまでも確保には努めて

おりますが、更にどういうところで何ができるか所管ともよく話し合っていくようにした

いというふうに考えております。 

また、オリパラの大会期間中の交通規制の問題、まさに今最後の具体的な詰めを行なっ

ているところでございますので、本日のご要望の内容を所管の方へ伝えるようにさせてい

ただきたいと思っております。私の方から回答以上でございます。最後に皆さまの方から、

大勢いろいろいらっしゃっておりますが、何か。はい、どうぞ。 

〇東京都生活衛生同業組合連合会（鈴木副会長） 食鳥組合の鈴木でございます。いつも

どうもお世話になります。私、豊洲市場と築地場外市場の両方で商売しておりますので、

その両方の面でちょっとお話をさせていただきます。鮨商組合の方から、買出し人の駐車

場がないということで、先日12月２日から６街区の駐車場、千客万来施設の駐車場を使わ

せていただくということ、非常に有難いことで。今まで豊洲市場からそういう要望が出て
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なかったんですけど、これが一番望んでいたことなので本当に有難いと思っています。あ

りがとうございます。それと同じ、豊洲と築地を結ぶシャトルバスも増やしていただきま

した。これは非常に効果がありまして、今まで通り築地と豊洲で行き来できるような形に

なりましたので、これも本当に助かりましたので大変皆さんも喜んでおります。 

あともう１つは、築地の跡地のことなんですけれども、今国内外からの観光バスがすご

い数で増えてきております。あと、場外市場のその跡地で、今更地になっていますけれど

も、とにかく車をバスから降りて待機する場所を中央区、港区、千代田区すべてなんです

けれども、みんな大通りにバスが縦列駐車をしているような状態なんですよ、実際。銀座

の大通りでもそうですし、築地でもそうですし、それをできれば降ろした後の駐車をする

場所を跡地の、本当に場外市場の隣接する部分でも結構なんですけれども、20、30台でも

縦にやれれば、あそこは1500台のバスが停められる駐車場になると聞いておりますけども、

できるだけ早いうちに少しでも観光バスが緩和できるようなね。非常に渋滞が大きいんで

すよ。晴海通りに停まったり、新町通りに停まったり、銀座通りの外堀通りに停まったり、

それも苦情が出ていますので、そこら辺をご一考していただければと思いますのでよろし

くお願いいたします。 

〇司会 どうもありがとうございます。 

○小池知事 それだけ築地にも大変多くのお客さまが引き続き来ていただいているという

証左でもあろうかと思います。今仰った、豊洲の方の６街区の方には、買出しの車と、そ

れから通勤の車と、それからバスの方も受け入れられるように整備をするということで、

はい、喜んでいただけて良かったです。築地の件については、もう一度改めて確認させて

いただいて、またご連絡させていただきます。 

○司会 それでは、よろしゅうございましょうか。では、以上をもちまして終了とさせて

いただきます。どうもありがとうございました。 

（東京都生活衛生同業組合連合会 退室） 

○司会 どうもありがとうございました。それでは、続きまして、東京都肢体不自由児者

父母の会連合会の皆さまでございます。どうぞお願いいたします。 

（東京都肢体不自由児者父母の会連合会 入室） 

（要望書手交） 

○司会 どうもありがとうございます。どうぞご着席をお願いいたします。大変お待たせ

をいたしました。それでは、これより東京都肢体不自由児者父母の会連合会の皆さまとの

ヒアリングを始めさせていただきます。では、知事お願いをいたします。 

○小池知事 おはようございます。今回３回目のヒアリングになります。都民目線からの

予算編成ということで、皆さま方から令和２年度の予算編成へのご要望をうかがわせてい

ただきます。また、今長期計画・長期戦略を策定中でございまして、そういった意味で、

皆さま方から中長期的な課題などもうかがわせていただければと思います。また、今年は

ちょうど60周年をお迎えになられました。おめでとうございます。また様々な課題もござ
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いますので、皆さま方のお声を直接うかがわせていただく機会とさせていただきます。短

い時間ですがどうぞよろしくお願いいたします。 

〇司会 それでは、早速でございますが、会長の方からどうぞよろしくお願いいたします。 

〇東京都肢体不自由児者父母の会連合会（河合会長） 日頃より障害者福祉に様々なご支

援を賜り、感謝申し上げます。先日の創立60周年式典の際には、小池都知事よりお祝辞を

いただきまして、ありがとうございました。また本年もこのように皆さまに要望をお伝え

する機会をいただき、重ねて感謝申し上げます。時間も限られておりますので、早速要望

項目につきまして説明させていただきます。 

始めに、要望項目の１、３、更に６、９に関わりますが、都立療育センターの設置、充

実についてです。障害の重度化や医療的ケア児者の増加によりまして、地域で受け入れる

短期入所が大きく不足しております。国の第４次障害者基本計画では、2020年度までにす

べての地域で地域生活支援拠点を整備することを目標に掲げており、東京都においても、

各市区町村で整備することが求められております。拠点で求められる機能の１つが、緊急

時を含めた短期入所事業の整備ですが、医療的ケアが必要な障害児者については、いずれ

の地域においてもあまり進んでいないと認識しております。医療機関との緊密な連携や専

門的な知識・スキルのある人材の確保等、基礎自治体だけでは難しいことも多く、身近な

ところに都立療育センターを設置することで整備が進むのではないでしょうか。また、療

育センターを設置、充実することにより、地域施設活用型事業が進むことが期待できます

し、地域の医療体制の充実にもつながっていくと考えております。 

次に、要望項目２についてでございますが、放課後等デイサービスにより、子どもたち

は学校でもなく家でもない、第３の活動場所を得ることができました。こういった本人の

活動範囲を広げ、新たな人間関係を築ける機会を持つことは非常に重要なことと思います。

人は他者との関わりの中で成長していきます。それは障害があってもなくても言えること

です。18歳以降も通所や就労の後に仲間と交流し、余暇を楽しめる環境をつくることは、

地域の生活を充実させるうえで非常に重要です。是非、都全体で余暇活動支援が進みます

よう、更なる取組をお願いいたします。 

最後に、要望項目８の補装具の判定についてです。座位保持装置などは、都の更生相談

所で判定を受けることとなっておりますが、近年の保護者の高齢化などにより、子どもを

連れて相談所に行くことが大きな負担となっております。特に23区は、東京都心身障害者

福祉センター別館となっており、アクセスに非常に苦労しております。また、予約も取り

づらい状況です。厚労省の事務取扱指針においては、重度障害者には配慮する旨の記載も

ございます。障害当事者や保護者の過度な負担となるような判定とならないよう、早急に

代替手段を検討していただきたく、切にお願いいたします。 

私ども東京都肢体不自由児者父母の会連合会は、障害があってもなくても、子どもたち

が安心して地域で心豊かに暮らせるように願い、60年にわたり活動してまいりました。そ

の思いは今も変わりません。いよいよ来年、東京オリンピック・パラリンピックが開催さ
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れます。誰もが共に学び、笑い、体感し、感動できる社会が実現できますように、私ども

もできる限りの努力を重ねていきたいと思っております。東京都におかれましても、ご尽

力いただけますよう切にお願いをいたします。以上でございます。 

○司会 はい、どうもありがとうございました。それでは、まず始めに知事から、そのあ

と局長の方からご回答させていただきます。 

○小池知事 それでは、短期入所について、私の方から一言申し上げます。在宅の重度心

身障害児者とそのご家族が地域で安心して暮らしていくためには、まずサービス基盤の充

実が必要でございます。そのために短期入所というのは大変重要なサービスと考えており

まして、都といたしまして、短期入所の整備の促進に係る特別助成、そして病床の確保な

どを行なっているところでございます。それから、都立の府中療育センターでございます

けれども、令和２年の６月に開所でございます。現在移転準備を着実に進めているところ

でありまして、開所をした後、濃厚な医療的なケアで対応できる短期入所のサービス提供

も含めまして、地域の総合的な療育施設として、重度心身障害児者のニーズに応えていき

たいと考えています。それから、重度の心身障害児者を支援する看護人材の確保も重要な

課題であることは言うまでもございません。看護師の確保、そして定着の支援についても

引き続きしっかり取り組んでいきたいと考えております。私からは以上です。 

〇司会 それでは、福祉保健局長お願いします。 

〇福祉保健局長 福祉保健局でございます。お世話になってます。いつも貴重なご意見あ

りがとうございます。今、短期入所の関連で、知事の方からも府中療育センターの来年の

６月の開所のお話をしていただきました。ここで若干付言させていただきますと、ご案内

通り、ここで少し通所部分ですとか、短期入所のところ、枠拡大含めて拡充していくとい

うことで、是非ご理解いただければと思っております。あと、療育センターという意味で

は、城東地区に東部療育センターがあるんですが、この間私もちょっと現場行ってきて、

いろいろ話聞かせていただきました。今最大のネックは、療育センターの場合、どうして

もスキルを持った看護職員の確保が非常に、通常の急性期の医療機関よりもそこの確保が

非常に難しいという話を聞いております。この辺りを何とか解消していく中で、いろんな

意味で、なかなか利用日数の制限、実質上の制限がかかったりとか、皆さんとシェアして

いただくっていうとこで、なかなかニーズに100％お応えできてないところもあろうかと思

うんですが、何らか、人の確保をしながら対応できればと思っております。 

それから２点目は、余暇活動支援についてでございます。これはご案内通り、青年・成

人期の障害者の余暇時間における交流、先ほどもお話いただいた、様々な方々との交流、

また集団活動っていうのは、地域生活支援事業の日中一時支援や地域活動支援センター事

業として、これ、区市町村さんが行なっているものを支援させていただいております。更

に、都といたしましては、青年・成人期の障害のある方々の余暇活動の場を確保する、区

市町村さんの取組も包括補助事業という形でご支援させていただいているところでござい

ます。今後もこうした事業をより多くご活用いただけるよう、様々な説明会等を通じて、
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区市町村に対しても積極的に働きかけてまいりたいと考えております。よろしくお願いし

ます。 

それから続きまして、最後の補装具でございます。ちょっとご不便をお掛けしてるとこ

ろがあろうかと思うんですが、これも皆さんご案内の通り、実際に補装具の判定について

は、判定するプロセスにおいて、医師をはじめ、いろんな専門職スタッフがそれぞれの視

点で、また、いろんな判定の機材を使って判定しているという作業がございます。ですか

ら、どうしても場所が、本当は都内至るところにあると便がいいのかとは思っているんで

すが、どうしてもスタッフの確保、専門職の確保、また様々な設備の整備といいますか、

その問題がございまして、現在、お話いただいた、飯田橋の心身障害福祉センターとあと

は多摩の２箇所で行わせていただいております。ただ実際、先ほどお話いただいたように、

重度の方とかそういった方に対してはなかなかお越しいただくことが厳しいという場合は、

こちらの方から、いわゆる出張と言いますか、出張判定という形で個別対応させていただ

いております。去年も200件近くあったかなと思ってるんですが、こういった形をちょっと

工夫しながら、個々のニーズにまずはお応えできればと思っております。是非ともご理解・

ご協力をいただければと思っております。どうぞよろしくお願いします。以上です。 

〇司会 それでは私どもの方からの回答、以上でございますが、最後にまた、折角の機会

でもございますから、皆さまから何かございましたら、どうぞ、はい。 

〇東京都肢体不自由児者父母の会連合会 昨年度から始めていただきました、特別支援学

校の医療的ケアの専用バスの件、本当に感謝いたしております。それから、今年度ガイド

ラインの見直しが行われ、来年の春から人口呼吸器等々を付けた、濃厚な医療的ケアの方

も親の付き添いなしで通えるようになるということを聞いて、本当に嬉しく思っておりま

す。ただ、医療的ケアの専用バスも含め、やはり看護師がなかなか確保できないというと

ころで、各学校等もすごく本当に苦労をいたしておりますので、来年の春からの学校の登

校に関しましても、ここの問題がすごくネックになってくるのかなとは思っておりますの

で、是非看護師の確保を進めていただきながら実効性のあるものへとお願いしたいと思っ

ております。また、この様な子たち、人口呼吸器等々を付けた、濃厚な医療的ケアの方た

ちが学校に登校できるようになってくることは本当に有難いことなんですが、実際、先ほ

ど東部療育センターの件とかもお話いただけましたけど、現状、今のある療育センターの

中で、成人の通所の部門というものが本当に定員の枠をすごく超えてしまっていて、うち

の娘も実は東部療育センターに通わせていただいていますけれども、東部なんかでは新規

の、卒業した新しい受け入れがもう週２日しかできないような状況なんですね。今でさえ

こんなような状況なので、これから学校にあがられながら学校生活を送られる方も、卒後

は地域のところの通所を当然望むかと思うんですけれども、今の状況では卒後の行き先が

ないと言っても等しいことかと思います。地域活用型事業は、東京都の方も進めていただ

いてますけれども、やはり医師等の常駐がなかったり、通所のバスに看護師さんの同乗が

なかったりとか、本当に地域の中で看れる限界があるということを、各自治体もなかなか
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地域ではやっていけないんだということを言われてしまっていますので、やはり卒後の日

中生活の保障というところも十分に考えていただきながら、本当に東部地区や都心には療

育センターの設置がございませんので、是非是非設置の方をお考えいただけたら有難いと

思っております。よろしくお願いいたします。 

〇司会 どうもありがとうございます。いただいたご要望、真摯に受け止めさせていただ

きます。特に、なかなか看護師の方々を確保するのが、車両は確保できても看護師の方が

できずに、まだご不便をかけてる点もあろうかとも思いますが、なるべく解消につなげて

いきたいと考えております。それでは、よろしゅうございましょうか。では、以上をもち

まして終了とさせていただきます。どうもありがとうございました。 

（東京都肢体不自由児者父母の会連合会 退室） 

○司会 どうもありがとうございました。それでは、東京都水道専業者協会の皆さま、ど

うぞお入りください。 

（東京都水道専業者協会 入室） 

（要望書手交） 

○司会 どうもありがとうございます。それでは、どうぞご着席をお願いいたします。大

変お待たせをいたしました。それでは、これより東京都水道専業者協会の皆さまとのヒア

リングを始めさせていただきます。本日、着席のままで進行させていただきます。よろし

くお願いいたします。 

○小池知事 大変お待たせをいたしました。皆さま方には入札契約制度の改革に関しての

ヒアリングもお越しいただいております。今日は令和２年度の予算要望に加えまして、こ

の水道管路工事も様々な課題を抱えておられるかと存じますので、また、災害の問題もご

ざいます。そういった中長期的な課題につきましても直接うかがえればと思っております。

短い時間ですがよろしくお願いいたします。 

〇司会 それでは、早速ではございますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

〇東京都水道専業者協会（小林会長） お世話になります。東京都水道専業者協会会長の

小林と申します。通称、都水協と申しますが、まずはもって、限りある時間の中でも、こ

うやってお忙しい中、時間をいただきまして大変感謝しております。要望書に沿ってやり

たいんですが、大体抜粋させていただいて、今年度の、今知事が仰った、入札契約制度改

革の本格実施から１年以上経ちました。これに関しては、都知事の果断なるご判断を重ね

て感謝しております。それから、ここにも書いてありますが、先の台風19号から、色々あ

った時に命をつなぐインフラということで、僕ら水道事業の中で、正直55年前に新潟地震

の復旧にお伺いしました。それから阪神淡路があって、東日本、熊本まではすべて、当然

僕らから水道局さんにどうなんでしょうかと、お手伝いすることがあるかということでお

うかがいしましたが、知事が決めました東京ウォーターレスキュー、これがあることによ

って、今度何か災害があった時には、当然局さんから必ず僕らが出動要請があるかもしれ

ないと。熊本まで行ったら、北海道から沖縄まで全国あるのではないかというようなもの



各種団体からの東京都予算に対するヒアリング（令和元年 11 月 21 日午前）.doc 

16 

 

で、やっぱり僕らにとっても東京直下というのが大変心配でございまして、これも知事の

肝煎りで始まったことなので、恥をかかせないように頑張ろうと思っております。 

それから次のページになりまして、要望の件でございますが、３点ございます。工事発

注時期の平準化の件なんでございますが、水道局さんが今年度、一生懸命2020年を見据え

て取り組んでいただいて、だいぶ順調にいっております。そういう中で、逆に言うと、2020

年を考えて、一応もう一度、再度ここに書かせていただきました。それから２番目は、オ

リパラのことで、これも皆さん各協会団体が言っておられると思いますが、余裕をもった

工期の設定を考慮していただきたい。それから、もう知事も提唱されているように、僕ら

もできればこのオリンピックの時に、逆に言うと、会社を休みにするような形を考えてま

す。当然これとはまるっきり違いますが、災害の時に帰宅困難者を出さない、だから要は、

各企業が、中小ですけれども、ペットボトルと毛布を持つような感覚で、なんとか休みを

会社としても取るような努力をしようと思っております。それからもう１つ、３番目が書

類の簡素化。これは働き方改革の関連法のことで、これが遵守できるような改善をお願い

したいと思います。これからはちょっと副会長の方から説明がありますので、ひとつよろ

しくお願いします。 

○東京都水道専業者協会（白岩副会長） それでは３番目の書類の簡素化についてです。

働き方改革関連法が成立し、建設業においては2024年４月から適用されます。一方で、工

事に係る業務のうち、書類作業に係る時間が膨大なため、時間外労働の増加や若年層の離

職にも影響している現状がございます。提出書類については、水道局だけではなく都共通

様式でもあるため、東京都全体の公共工事に係るものでございます。今年７月の東京都技

術会議において、建設業の働き方改革をテーマに取り上げていただいておりますが、書類

の削減・簡素化に加えて、是非発注者・受注者がお互いに協力・理解し、働き方改革関連

法を遵守できるような改善をお願いいたします。ということで、例えば現場代理人名で提

出する書類は印鑑をなくし、共通サーバーに入力をするシステムなどを活用することで、

発注者側の監督員と請負者側の現場代理人が共通できることとなります。これにより書類

の訂正も瞬時にできるようになります。今までは修正を指摘されて、明日までに提出する

ように指示されると、現場終了後会社に戻り、そこから書類を訂正し、翌日の朝の現場始

業前に捺印をした修正書類を監督部署に届け、現場に向かうという、長期にわたり残業・

早出が避けきれませんでした。このように、現場、監督部署、事務所を何回も往復する時

間のロスを考えるだけでも大幅に負担軽減となります。働き方改革を励行するには、企業

の経営者が法律を守れるよう、会社のシステムを実態に合わせる改革をしていくことは責

務ですが、当然社員全員が法律に則した勤務ができるよう、考え方を変えていかなければ

なりません。また、発注者側の理解がなければ、実現が難しいと言わざるを得ません。軽

微な書類修正を即日または翌日に提出指示するといったことなどをなくし、運用面でも、

監督員側も受注者側の働き方改革関連法の遵守の一翼を担っているという意識で４年後に

向けての改善をお願いいたします。都庁のご理解がなければ中小企業の働き方改革の実現
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が困難でございます。以上でございます。 

○司会 どうもありがとうございました。それでは、まず始めに知事から、そのあと私の

方から補足説明をさせていただく段取りでお願いします。 

○小池知事 それでは、まずオリパラの大会実施に関しましての皆さま方へのご協力のお

願いでもあります。事業者の皆さんが緊急時や災害時に果たす重要性というのは大変高い

ものがございます。仰った通りでございます。 

そして、発注時期の平準化と工事量の確保。この点についても重要な課題であるという

ことをまず認識をしていると、また、共通の思いであるということでございます。そのう

えで、東京2020大会時の工事の発注に関してでございますが、この夏、試行をさせていた

だいて、その結果が出ている、また、それに加えて、業者の皆さま方からの意見をうかが

うということで、都庁の発注工事の調整に関する取組方針につきましては、10月に更新を

いたしておりますので、よく吟味していただければと思います。引き続き、都庁の発注工

事の調整には努めてまいりたいと考えております。 

それから、働き方改革にも関わってまいります、工事の提出書類の簡素化でございます

が、特に建設業の働き方改革の推進というのは、担い手の確保という観点からも大切だと

認識しています。東京都全体の取組として、工事書類の削減や簡素化には取り組んでまい

りたいと考えております。今私ども、５Ｇという次世代の情報通信の基盤を整えていこう

ということを進めておりますが、これらも含めまして、これからの様々な書類のやり取り

であったり、それからお客さまとの関係であったり、いろんなところで今の時代、令和の

時代に相応しいやり取り、そしてまた、ペーパーレス化等々を進めていきたいと考えてお

ります。私から以上です。 

〇司会 最後の働き方改革に関係した書類の簡素化、いろいろ具体的なご提言・ご要望あ

りがとうございます。今知事からのペーパーレスという話、３つのレスを、今取り組んで

おりまして、判子レスというのもそのうちの一つでございますので、不要な印鑑などとい

うことがあれば、それは私どもなくしていくというのが、ベーシックなスタンスの中で改

善していきたいというふうに考えております。実際会議のお話もいただきましたが、そん

な中で、全庁あげて書類の削減・簡素化というのは取り組んでいるところでございます。

まずはできるところから少しずつみたいな形で、なかなか皆さま方からするとまだ不十分

な点もあろうかと思いますが、着実に書類の簡素化は進めてまいりますので、また具体的

なちょっとお話をいただきながら採用できると、私どもも取り上げさせていただきたいと

いうふうに考えておりますので、また引き続きご協力をいただければというふうに思って

おります。 

○小池知事 ちなみに、判子レス、ペーパーレス、キャッシュレス。この３つのレス。お

金がないっていう意味のキャッシュレスじゃないですよ。よろしくお願いします。 

○司会 それでは、よろしゅうございましょうか。どうぞ、もし何かあったら、はい。 

○東京都水道専業者協会（小林会長） やっぱり一翼を担ってるのは、東京水道は世界で
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ナンバーワンの技術だと思ってます。安心・安全だってお水が。それだけに知事も忸怩た

る思いがあるでしょうが、マラソンの時に蛇口から水が飲めるというところは世界に見せ

たかったなというのはあります。非常にそれが残念でございまして。 

○小池知事 でも、ラストマイル、ありますので各大会会場に。 

○東京都水道専業者協会（小林会長） はい、そうですね。以上であります。どうもあり

がとうございました。 

○司会 どうもありがとうございました。以上をもって終了とさせていただきます。 

（東京都水道専業者協会 退室） 

○司会 どうもありがとうございました。 
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（特別区長会 入室） 

○司会 特別区長会の皆様でございます。まず始めに写真撮影からお願いを致します。は

い、ありがとうございます。どうぞ、ご着席をお願い致します。それではお待たせを致し

ました。これより特別区長会の皆様とのヒアリングおよび意見交換会を始めさせていただ

きます。本日は皆様、着座のままどうぞよろしくお願い致します。では冒頭知事からお願

いします。 

○小池知事 特別区長会の皆様方には、日頃より大変都政に対しましてのご協力を賜って

おりますこと、改めて御礼申し上げます。また９月、10 月、それぞれ各区長の皆様方には

都庁にお越しいただきまして、それぞれお話を伺わせていただいたところでございます。

そして特別区長会からのご要望ということで 23 項目に渡っております。そしてそれをそれ

ぞれ担当の局の方で検討を行っているところでございまして、改めて今日は皆様方からご

意見、ご要望を直接お伺いをするということでお越しいただいたところでございます。さ

まざま、課題がございます。いよいよ来年 2020 大会が迫ったということがまず１点。それ

から子育て環境の整備、環境対策。今回も台風でそれぞれの地域で、大変この被害も目の

当たりにされたことかと思います。そしてまた治安対策など課題は大変多うございますが、

それに対しまして、それぞれ皆様方、ご地元でご対応をいただいていることを改めて敬意

を表したく存じます。それから、先ほどのオリンピック・パラリンピックでございますが、

いろいろ皆様方も楽しみにされておられた部分等々変更が生じまして、ご苦労をかけてお

りますけれども、大会の成功を目指しまして、そしてまたそれを跳躍台にしてこの東京

2020 大会から、また東京が大きく飛躍をしたと言われるような、そういう方向性を皆様方

と共有していきたいと考えておりますので、どうぞよろしくお願いを申し上げます。私か

らは以上でございます。 

○司会 それでは会長、よろしくお願い致します。 

〇特別区長会（山﨑会長） ９月、10 月の各区長との意見交換会に引き続いて、直接お話

をしていただく機会をいただきました。本当にありがとうございます。来年度の東京都予

算に対する要望については多羅尾副知事にお会いをして、既に 23 項目、今知事がお話の通

りでございます。既に対応していただいているものもあると思いますが、要望の実現を改

めて今日はお願いに上がりました。本日は時間も限られておりますので４点に絞ってお願

い致します。 

 １点目は児童相談所の設置についてでありますが、本年８月には世田谷区、荒川区、江

戸川区が児童相談所設置市に指定される政令が交付され、いよいよ来年度から特別区の児

童相談所が開設することになります。また再来年度に開設を予定する港区、中野区をはじ

め、今後順次開設が進んでいくこととなります。これまでの東京都のご支援ご協力に感謝

申し上げると共に、各区の児童相談所の設置運営が円滑に行われるよう人的財政的支援を

お願い致します。特に財政面では都区財政調整において、準備経費も含めて所要経費を措

置することは元より、権限委譲に伴う財源移譲が確実に行われるようよろしくお願いした
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いと思います。特別区の児童相談所設置は、児童虐待防止対策を始め、東京の児童相談体

制の拡充に繋がります。既にオール東京の検討会を設置していただいているところであり

ますが、都と区が緊密に連携し、力を合わせて取り組んでいけるよう特別の対応をお願い

したいと思います。 

 二つ目は都区の役割分担等に関する協議の実施についてです。一つは平成 23 年に中断し

たままとなっている都区のあり方検討会の協議について、平成 19 年度以来進めてきた検討

の蓄積を踏まえて再開をお願いしたいと。二つ目は全国の市町村の中で唯一特別区だけが

外されている用途地域の都市計画決定権限等の在り方や、特別区都市計画交付金の拡充な

ど、財源の問題を含めて都市計画に関して協議ができる場を設けていただけるようお願い

を致します。 

 三つ目は災害対策の充実についてであります。近年全国的に地震や大雨台風等による大

規模な災害が多発しております。先般の 15 号、19 号、またそれに続く大雨では都内や近

県においても甚大な被害が発生しましたが、大規模水害時の自治体の枠を越えた広域避難

の困難性や自治体間の支援を有効に、効果的に行うために情報連絡のあり方が大きく問わ

れるところとなりました。都と特別区はこれまでも緊密に連携して取り組んできたところ

でありますが、東京における大規模災害の発生時の対応を含め、災害時の自治体間の連携

や広域対応の在り方について、より具体的な方策を講じられるようお願い致します。なお

台風 19 号等の災害対応に関連して本日この後、特別区長会、東京都市長会、東京都町村会

の３団体連盟の要望書を３団体を代表して市長会会長から知事へお渡しさせて頂きますの

で、よろしくお願い致します。 

 ４点目はオリンピック・パラリンピック支援策の充実でございます。マラソン、競歩が

札幌へ行ってしまいまして、まったく残念な思いでいっぱいでございます。かと言ってそ

れをいつまでも言っても仕方ありませんで、都区部連携をしてオリンピック・パラリンピ

ックまであと 300 日を切りましたので、何としても成功に導いていかなくてはいけないと

いう風に思っております。大会後のまたレガシーに繋がるさまざまな取組に万全を期すべ

く準備を進めてまいりたいと思っておりますが、一方で区民生活への影響も少なからず発

生することになると考えておりますので、地元と協議調整するとともに、区への速やかな

情報提供や、区の実情に即したご支援をお願い致します。 

 以上、多くの喫緊かつ困難な課題の解決が迫られておりまして、都区の緊密な共同と連

携が不可欠であります。今後もこのような場をできる限り設けていただければ幸いです。

私からは以上でございます。 

○司会 会長、どうもありがとうございました。それでは、私共、知事とその後、総務局

長からご回答させて頂きたいと存じます。まず知事、お願い致します。 

○小池知事 はい。改めて、いくつかご要望をまとめてお伝えいただきました。 

 まず児相の関係でございますけれども、まずこの点につきましては特別区の人材育成の

支援ということで行いたいと考えております。職員の派遣、研修受け入れ、それから虐待
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非行相談に関する勉強会の開催など、児相を開設するにあたりまして必要な人材の育成の

支援を致してまいります。また児相設置運営に係る経費の都区財調の取り扱いにつきまし

ては都区財政調整に係ります協議の中で皆様と議論をしていきたいと考えております。昨

今の報道にもありますように、こんな母親がいるのか、こんな父親がいるのかと驚愕する

ばかりではございますけれども、子どもの安全安心を確保するという観点から引き続き連

携協力をしてまいりたいと考えております。 

 それから大規模災害でございますが、15 号、19 号、その後の大雨と、本当にこれまでに

ない、想定をはるかに超えるような災害が各地で起こりました。そしてそれがもう、一つ

の自治体だけでは対処しきれないような、そういう事態も数多く発生をしたところでござ

います。そして今回の台風では、都におきましては各区のご要請に基づいて物資を供給し

たり、それから都有施設の避難場所、一時滞在施設としての開放もさせていただくなど、

速やかな対応を行ったと、このように考えております。一方で、十分この点をもっと考え

なければならないなど、多くの課題も出てきたかと思います。この点についてはそれぞれ

の区からも現状がどうであったのか、この点はどうなのかなどなど、ご意見いただきなが

ら課題を検証して参りたいと考えております。次の都議会、12 月の第４定でございますが、

一時滞在施設への充電装置の配備など、防災関連の事業を盛り込みまして補正予算を計上

提案することと致しております。今回も各地の状況を見ておりましたら、予期せぬ停電で

あったり、それから通信の基地局の電池が切れて、そして携帯の電池も切れるということ

で、避難所でタコ足配線のように、皆さん携帯電話の充電に群がっていたというような状

況など、これまでになかったような状況を呈していたかと思います。一つ一つ改めて確認

をして、何が最も必要なのか、地域性もあろうかと思いますけれども、取り急ぎ今回の４

定に向けて今の補正のまとめをしているところでございます。また引き続き皆様方から現

実に何が必要なのか等々直接伺わせて頂ければと、このように考えております。私から以

上です。 

○司会 では続きまして総務局長、お願い致します。 

〇総務局長 総務局長でございます。私の方からは３点に渡りますでしょうか、お話をさ

せていただきたいと思います。 

 一つは都区の在り方検討委員会でございますけれども、これはご存知のように平成 18

年度都区合意に基づいて協議することになっておりますが、さまざまな理由もございまし

て協議が中断しております。再開にあたっては慎重に検討して参りたいという風に考えて

おります。 

 それから都市計画事業のあり方に関することでございますが、用途地域等の都市計画決

定権限につきましては、広域の見地から一体的な都市づくりの推進が担保できるよう都に

於いて引き続き担うべきものがあるという風に考えております。 

 それともう一つ、オリンピック・パラリンピックの支援策の充実でございますが、東京

2020 大会の成功と大会後のレガシーに繋がるさまざまな取組につきましては、区との綿密
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な連携が重要であるという風に考えております。具体的には、コミュニティライブサイト

やシティドレッシング、それから聖火リレー、ボランティア等の大会外関連事業につきま

しては、大会運営を支える重要な取組であり、オール東京での盛り上げに寄与するもので

あることからと、都としても積極的に支援を行っているところでございます。大会開催の

都民生活への影響を最小限にとどめ、より多くの都民に大会を楽しんでいただけるよう、

今後も都からの情報提供や意見交換を適時、そして適切に行いながら準備を進めてまいり

たいという風に考えております。私からは以上です。 

○司会 はい。私どもからのご回答は以上でございますが、せっかくの機会でございます

で、この後、自由に意見交換をさせていただければと思います。 

〇特別区長会（山﨑会長） 昨日か今日、通知が来たのかな。都内で、災害で家が壊れて

瓦が飛ばされたというような小さな、そんな大きなあれはないけれども、国の補助金では

無理だということで、当たらないということで、都が補助を出してくださるという計画を

今、練っているそうですが。修理が完了して終わったのはもうだめだということも書いて

ありましたので、これはちょっと見直してもらわないと困るなと。もう既に、雨漏りがす

るとか何とかになったとか、もう発注して修理しているところはいっぱいあります。それ

はだめだと。これからのだけだと言う。補助金が。これはちょっとまずいのではないかな

と思いますので。担当がどこだかわからないけども、ぜひ一つ、これはやっぱり考えても

らわなくてはいけないなと思います。 

○司会 はい。これから実際の運用をどのような形でやっていくのかというのは詰めてい

く段階でございますので、今の会長の話は受け止めさせていただいて。担当、所管は住宅

政策本部になりますが検討をするように致します。お話を伝えさせて頂きまして、検討さ

せていただきます。 

〇特別区長会（武井副会長） 港区長の武井です。一つ、児童相談所の移管に係る財政措

置について、先ほど小池知事から都区財調の協議の中でそれを協議していきたいというお

話いただきました。ぜひお願いしたいのですが、もう既に来年４月には世田谷区さん、そ

して江戸川区さん、そして７月には荒川区さんが開設ということで今、準備を進められて。

まさに各区は今は予算編成のもう終盤に来ているところでございます。来年度予算を編成

する上でも、その運営経費をはじめ、準備経費もはじめ、やはり財源措置がどのようにな

されるかというのは大変大きな課題というか問題でございますので、都区財調の日程から

行きますと最終的に決まるのは年明けになりますけれども、当然それを待ってはいられな

いわけでございますので、この財政措置について方向性だけでも、やはりそれは早い時期

にお示しいただいて、具体的な内容を詰めるというのはその後かもしれませんけれども、

是非安心して開設もし、運営ができるような、そうした財政的な裏付けについてお示しい

ただきたいと思いますのでよろしくお願い致します。 

○司会 何か、総務局長ございますか。 

〇総務局長 都区財調については先ほど知事からお話をしたように、児相の関係について
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は協議をしていきたいという風に考えています。今の港区長からお話があった部分につい

ても十分検討に入れまして、どのように協議を進めていくかも含めて協議をしていきたい

という風に思いますので、よろしくお願いします。 

〇特別区長会（山﨑会長） 検討会ですが、これやはり、都区が連携して一生懸命良い都

市を作る、都民を守る、そうした観点から言えばやっぱり話し合いはしないと、これは前

に進めないといけないと思うんです。いろいろ考え方はあると思うんだけども。やはりこ

の今まで膠着した状態を打ち破るのは、知事さんが変わられて、新しい知事になられたっ

ていう時にこそ変えられるチャンスじゃないかという風に。前の知事とは違うわけですか

ら。ぜひお願いしたいと思います。 

○司会 はい、ありがとうございます。他の区長さんは。せっかくお越しいただいていら

っしゃいますが。 

○小池知事 オリンピックでございますが、今回のマラソンコースに皆さんのところがか

なり入っておりまして、本当に残念なことでございます。一方で、パラリンピックについ

ては時期が少しもちろんずれるわけでございまして、ここではぜひ引き続きそれぞれの地

域でのパラリンピックの応援の方をよろしくお願いを申し上げまして。また特に改めて思

いますけれども、やはり今回 2020 大会の成功というのはパラリンピックの成功無くして考

えられないと私、思っております。そういう意味でぜひそちらの方でも大いに地域の皆様

方と盛り立てていただきますように、私の方から改めてお願い申し上げるところでござい

ます。 

〇特別区長会（服部幹事） 丁度雷門で折り返し点ということで、台東区もそこに台東区

の朝顔のオブジェを配置してウエルカムしようということで大変楽しみにしておりますが。

大変残念な事はありますけれども。パラリンピック等はこれから同様にマラソンコースも

行われるわけで、今のお話のようにこれからまた。台東区としては今までの準備、予定は

今まで通り全てさせていただきます。またこれからもパラリンピックに向けて。先日、パ

ラリンピックのスティングバレーの国際大会がリバーサイドスポーツセンターでありまし

て、これ私も目の当たりにして、本当にその迫力と言うんですか、素晴らしいものでした。

ですから、これをまた是非区としても大いに盛り上げるように、パラリンピック全体が盛

り上がるようにこれからも大いにやっていきたいなと、そのように考えています。 

〇特別区長会（濱野幹事） 譲り合っておりまして。品川区の区長の濱野と申します。日

頃からいろいろな面で特別区のためにご配慮いただいていること感謝申し上げます。私、

かつてこの都区制度改革の幹事会のメンバーだったんですが、結局都区制度改革は尻切れ

トンボで終わってしまったような感があります。もちろんその特別区でどれだけの仕事が

できるかというのは、これは双方、こっちはできると思っているけれどもいやそうでもな

いんじゃないかというご意見もあったように思っておりますけれど、ぜひ地方分権の時代

も進んでおりますので、特別区により多くの財政自主権とか、仕事をする裁量を与えて頂

ければと思います。私が役所に入った時から比べればもう格段の違いでありまして、各区
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がかなり裁量権を持って自由に仕事させていただいておりますけれども。むしろ財政面で

の融通といったものをぜひご配慮いただきたいなという風に思っているところでございま

す。昔は、先程も少し申しましたけど、東京都から係長さんが昇格して特別区の課長にな

って、２年おられて、だいたい都へ戻ってしまうわけなので。どんどん入れ替わってしま

いますので。いわゆるその区の職員にとっては上司が品川区のことを知ってもらえないと

いう歯がゆさがあったんです。今はもうそんなことはございませんけれども。それがずい

ぶん改革されてきました。ただ、まだまだ財政の面でもう少し裁量権があったら嬉しいな

という風に思うところがまだありますので、ぜひ区のご意見などもいろいろ聞いていただ

くようにしていただければと思いますのでよろしくお願い致します。 

〇特別区長会（山本幹事） 私の方は、災害対策。台風、特に地震とか洪水とかというと

ころではなくて、今回は大変豪雨と、それに伴う風、そして最終的には浸水が来るんじゃ

ないかという。この辺、非常に今回課題の残る我々対応しました。素直に反省しているん

ですけども。知事からも直接お電話をいただいて、やれることある？と。こういうお話、

ありがたかったなという風に思うんですが。いずれにしても今回の教訓を踏まえて、やや、

都有施設の今、お話をいただきましたけれど、もう少し具体的に、来年も台風はさらに強

いのが来るだろうと。こういう中でやはり少し詰めてお話をさせていただければなという

ところがあると思います。我々、各区、そして都の連携による、我々で言うと区民を守る

と。この辺は少し徹底をしていかなくてはいけないというのが今回の我々の大きな教訓だ

という風に思っています。それから実は、江東５区の広域避難のお話もあったり、この辺

もいろいろと今後また対応を考えていかなきゃいけないかなとか。もう１点、私どもで見

ると荒川の河川敷、これは子供たちや野球愛好者、サッカー愛好者のスポーツの拠点にな

っているんですけども、汚泥はやっぱりちょっと上がりまして。この汚泥の処理のお金と

いうのが大変びっくりするほど高くて。これをこの間緊急議会を開いて、区議会にも認め

ていただいて、今後対応に入らなくてはいけない。それは早急に回復したいという。子ど

もたちの野球を早く再開させたいということなんですが。管理者としての国の河川、とこ

ろがそれで対応できないものみたいなのも財源的にあるのかなということもあって。あと

やっぱり、そういうちょっとご相談させて頂きたい部分というのは正直ございますので。

総合的にまた、いろんなこの防災対策その後というところで、これからもいろいろとご指

導をお願いしたいという風に思っています。 

○司会 会長、よろしゅうございますか。 

〇特別区長会（武井副会長） 少し時間ありますようですので、先ほど山崎会長から重点

要請項目についてお話をさせていただきました。またその中でも都区の緊密な協働連携と

いうことについても要請をさせていただきましたけど。一つ、この要請項目の中で２点ほ

ど、特に用地に関わることについて要望したいと思っておりますが。 

 １点はやはり受動喫煙対策としての屋外の喫煙場整備のための用地、もう一つは放置自

転車対策としての駐輪場の整備あるいは保管場所の整備についてでございますけど。いつ
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でも各区ともやはり用地の取得というのは大変苦労しておりまして。そうした中で、これ

までも保育施設の整備などで都有地などの提供などもいただいておりますけれども。この

喫煙所の整備また駐輪施設の整備についてもぜひ積極的にご協力いただきたいと思います。

喫煙場所についてはやはり室内の喫煙がかなり規制されるところ、屋外の喫煙が増えるこ

とが想定されておりまして、そのためにも各区とも屋外の喫煙施設、分煙が可能なような

施設を作っております。また民間にも協力をお願いして、密閉型の喫煙室なども整備して

いただいているところでございますけれども、やはりこの点、用地が大変困難でございま

す。道路上の設置も含めて、これは国にもお願いしているところでございますけれども、

ご協力をお願いしたいと。 

 もう一つは、自転車の整備はこれは大変エコな乗り物でございますけれども、一方で駅

前の放置自転車対策というのが大変急務になっております。これは駅を利用する方がそこ

で自転車を置いて、駅へ入って行って鉄道を利用される方、あるいは近隣の事業者にお勤

めの方がまたそこに置いていくという例もあるようでございます。これも近隣の事業者の

方にもご協力を願うと、一方で、鉄道事業者としての東京都の立場で、駐輪施設の整備用

地をご提供いただけるようにお願いしているところです。また鉄道事業者という立場を離

れまして、やはり都民のためのということでも、東京都の立場から全庁的な立場からご協

力をいただきたいという風に思います。これが駐輪施設と保管施設がありまして。今、放

置自転車対策は一つの例を挙げますと、一つの場所で大体１台あたり撤去費用で 7000 円ぐ

らいかかるという。これ、財政負担もかなり大きいものとなっておりますので、そうした

ことも含めまして都区連携で鉄道利用者の利便の向上のために、また歩行空間の安全な空

間を整理するためにも取り組んでまいりたいと思いますので、ぜひご協力をお願いしたい

と思います。 

○司会 はい。どうもご意見ありがとうございました。それではそろそろお時間でござい

ますので、本日のヒアリング意見交換会は終了とさせて頂きます。ただいまいただきまし

たご意見については、引き続き庁内でも検討させていただきまして、さまざまな形で意見

交換させて頂きたいと存じます。本日は本当に遠路どうもありがとうございました。では

以上を持ちまして終了とさせていただきます。 

（特別区長会 退室） 
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（市町村会入室） 

○司会 大変お待たせいたしました。ただ今から、令和元年度第１回都市町村協議会を開

催いたします。私は事務局長を務めております行政部長の佐藤智秀と申します。どうぞよ

ろしくお願いいたします。出席者の紹介につきましては、お手元に配布いたしました座席

表で替えさせて頂きます。では議事に先立ちまして、会長でございます小池知事からご挨

拶を頂きます。 

○小池知事 皆様、こんばんは。本日は都と市町村協議会との協議の場でございます。ご

参加いただきまして誠にありがとうございます。また日頃から都政の運営に関しまして、

大変ご協力をいただいておりますこと、改めて御礼申し上げたく存じます。それから先般

の台風でございましたけれども、風台風のあと、雨台風ということと、さらにそこに加え

て大雨等のさまざま、それぞれ皆様方の地域で爪痕を残したことかと存じます。心からお

見舞いを申し上げたく存じます。また台風の被害の復旧復興等、補正予算を発表させてい

ただいたところでございまして、今度の 12 月４定にてご審議いただくこととなっておりま

す。 

 また一方でラグビーワールドカップでは、地域でも大変な盛り上がり、東京全体でも、

いえ日本 12 カ所で大会会場でございましたので、大変な盛り上がりを見せたところでござ

います。この流れを来年 2020 大会へと繋げてまいりたいところではございますが、いろい

ろと皆様方にもご心配をいただいていることも多々ございますでしょうが、しっかりとこ

の 2020 大会、オリンピックもパラリンピックも成功に導くためにも、皆様方のご協力をよ

ろしくお願いを申し上げたく存じます。 

 それから先週開催されました多摩の地方文化祭、それぞれ多摩の皆様方に農産品などお

持ちいただいて、大変な賑わいとなりました。多摩の食材を活用いたしましたメニューも

試食をさせていただき、多摩の魅力、自然、歴史、文化などなど、多面的な宝物に触れさ

せていただき、また島しょ地域でも同じように景観、海洋資源、特産品、文化などなど、

またＰＲをしっかりとさせて頂きたいと考えております。 

 皆様方にもお伝えいたしておりますように、長期戦略、長期ビジョンの策定というもの

に取り掛かっているところでございまして、さまざまな観点からの皆様方のこれから未来

に向けてのビジョンなどについても伺わせていただいたところでございます。 

 さらに最近の東京都としての大きな試みといたしまして、東京データハイウェイという、

５Ｇという、今は４Ｇでございますが、５Ｇに向けてのさまざまな整備をしっかり行なっ

ていこうということでございまして。例えば先日、奥多摩町の方で孤立した集落が、そち

らが車が通れないというところで、ドローンを使いまして、目視外飛行と言って、山で見

えないんですけれども、目視できない外ですね、目視外飛行という形で、まだ小さなパッ

ケージではございましたけれどそれで運ぶなどという、そのような実証の、実験ではない

ですね、実際に運びましたから。行わせていただきました。これからの情報通信をより快

適にすることによって、東京が世界における競争力を失わないためにも、こういった分野
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につきましてもさらに研ぎ澄ましていきたいと考えております。 

 今日、意見交換させていただきますが、そこで今もお話しさせていただいた東京のデジ

タルトランスフォーメーションということについて、こちらをフォーカスさせていただき、

皆様方と意見交換をし、またこれについては連携を深めていきたいと考えておりますので、

この点につきましても具体的なお話をさせていただこうと、このように思います。ご遠方

からもお越しいただきました。せっかくの機会でございますので良い意見交換の機会とな

りますように、ご協力のほどよろしくお願いを申し上げます。誠にありがとうございます。 

○司会 続きまして、市長会を代表いたしまして、市長会会長の立川市長清水委員からご

挨拶をいただきたいと存じます。 

○市長会（清水会長） 市長会代表、立川市長の清水でございます。市長会を代表いたし

まして一言ご挨拶を申し上げます。小池知事をはじめ、東京都の皆さんにおかれましては、

日頃から大変多くのご支援を頂戴しております。格別なお力添えと感謝をしているところ

でございます。厚くお礼を申し上げます。 

 多摩地域の 26 市は東京都との緊密な連携のもとに、市民の暮らしに直結するさまざまな

問題解決に取り組んでおるところでございますが、行政ニーズは私が申し上げるまでもな

く複雑化、多様化する一方でありまして、行政需要は年々増加の一途を辿っている状況で

あります。他方、地方法人課税における新たな偏在是正措置、あるいはふるさと納税制度

による市民税への影響の深刻化、各市の行財政運営を取り巻く環境は、一層厳しさを増し

ているところでございます。このほか多摩地域では、区部に比べて遅れている道路、交通

ネットワークの整備をはじめとして、トンネルや橋梁などの都市インフラの更新、大規模

団地の再生、大規模事業所の撤退への対応など、さまざまな課題への対応が求められてお

ります。本日は後ほど来年度の予算編成に対する要望についてもご説明をさせていただき

ますので、多摩地域の置かれた厳しい状況をご賢察の上、特段のご配慮を賜りますようお

願いを申し上げます。 

 また今年は、先ほど知事から言及がありましたラグビーのワールドカップが開催される

予定であります。日本代表の活躍で大変、先日は盛り上がりました。来年はいよいよオリ

ンピック・パラリンピックの開催となるわけでありますが、この２つの世界的なスポーツ

イベントを契機として、多摩地域のさらなる活性化に繋げてまいりたいと考えております。

ぜひ重ねてご支援とご協力のほど、よろしくお願いを申し上げます。 

 本日はぜひとも、知事をはじめとした東京都の幹部の皆さんからの率直なご意見を伺い

まして、多摩地域のさらなる連携の強化発展に繋げてまいりたいと考えております。最後

になりますが、本日のこの協議会、実り大きいものとなります事をご期待申し上げ、ある

いはまたお願いを申し上げまして、私からの挨拶とさせていただきます。どうぞよろしく

お願いいたします。 

○司会 ありがとうございました。続きまして、町村会を代表いたしまして、町村会会長

の奥多摩町長、河村委員からご挨拶をいただきたいと存じます。よろしくお願い申し上げ
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ます。 

○町村会（河村会長） 町長会会長の奥多摩町長の河村でございます。多摩 13 町村を代表

いたしまして、常日頃から小池知事をはじめ、都の職員の皆さま方に行財政の運営を含め

たご指導を賜り、大変ありがとうございます。今日は後ほど、また令和２年度の予算の要

望をさせていただき、43 項目にわたる重点事項、あるいは７項目に渡る最終的な要望事項

等をご説明をさせていただければありがたいなという風に思っているところでございます。 

 先ほど知事が若干触れましたけれど、今年は自然災害の多い部分でございまして、８月

の九州北部の豪雨、あるいは９月には台風 15 号、また 10 月には台風 19 号と 21 号という

ような記録的な雨が島を、あるいは東京都も含めて降りました。そういう中にありまして、

河川の氾濫、あるいは土砂の崩壊等がございました。特に私たちの町村では、台風 15 号、

19 号、21 号で新島村、それから大島、利島、この３つの町村が非常な強風の部分で大変な

被害を受けました。集落の孤立やあるいは断水、停電等含めて、特にインフラである道路

が相当数やられました。これについては早速小池知事は９月の 15 日に島に入っていただい

て、実際に現場を、大島町新島村を見ていただいているので内容等はご承知だと思います

けれども、私も大島と新島に入らせていただきました。本当にこれからどうしていくのか

なと、小さな町村財政の中ではどうしていくのかなというのがそれぞれの町村長の胸の内

ではないかなという風に思います。そういう点では今後とも知事に見ていただいた部分を

含めて、今後、財政支援を含めた、あるいは技術的な支援を含めてご支援をお願いをして

いきたいなという風に思っております。また私どもの部分でございますけれども、西多摩

地域においても日の出の道路の崩壊、あるいは檜原村の道路の崩壊、幸いにしてと言いま

すか、私どもも日原の 204 号線、都道の日原鍾乳洞線が崩落をしてしまいました。檜原に

おいては隣に石灰石の工場があったものですから、これをいち早く村長が村で借り受けて、

それで迂回路を造ったという状況でございます。また日の出では西多摩建設事務所を含め

て、皆さんが早く道路が通れるようにということで、現在、仮設を含めてバスが運行でき

るという状況でございます。私どもの町では、知事もこれも現場を見ていただき、また 72

人の 45 世帯、斉藤君がいる日原に入っていただきまして、住民との対話も含めて、ある意

味では知事の顔を見て地域の住民も安心したんではないかなという風に思っております。

残念ながら仮設道路という風にはいかないものですから、今日も西多摩建設事務所の所長

以下幹部の皆さんが来て、これからの工程についてご説明を受けました。なかなか仮設を

してもらいたいということでございますけれども、急峻な地域でございますから、なかな

かそうもいかないのかなということで、今後地域の皆さんが一刻も早く普通の生活に戻れ

るようにというお願いをしたところでございます。それまでの間は、お互いに両方からマ

イクロバスで１日５回、住民のみなさんが歩いて渡って車に乗ってやれるという状態を繰

り返していきたいなと。あるいは大きな荷物についてはもう架線を塔ができましたので、

この問題もできるのではないかなという風に思います。いずれにいたしましても、知事が

そういう部分で現地に入っていただいたことによって、色んな意味では地域の住民の安心、
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あるいは職員の皆さんが地域のために一生懸命やるという部分を感じ取ったところでござ

います。ぜひそういう点で今後もスピーディーにこの災害復旧に当たっていただければ、

大変ありがたいなという風に思います。 

 それから、その時に感じたんでございますけれども、災害が起きるとそれぞれの町村は

そうでございますけれども、ある意味では契約以前にまず土砂をはがなくてはいけない。

地域の道路が通れなくてはいけないというようなことで、対応を緊急にいたします。そう

いう点で、国でも若干今検討を始めて、前払金の問題を始めているようですけれども、仕

事をやってもらったけれど金を払うのが予算を組んでから払わなくてはいけないというこ

とでは、この部分はいかがなものかなということで、できれば基金を設けていただいて、

そういう緊急時の時にすぐにお金が支払われるような基金を作っていただければありがた

いなという風に感じたところでございます。いずれにしてもまだ 13 の町村では人口の過疎

化、少子高齢化が進んでおりますので、今後とも 13 の町村の脆弱な、町村に対する財政支

援、特に後ほどまたお話をさせていただきますけれども、市町村総合交付金については前

年度を上回るような形で手当をしていただければ大変ありがたいなという風に思います。

また素早く補正予算の編成をしていただきました。この中には 25 億円の特別交付金という

のを設定していただいたようでございますので、これも災害復旧のために有効的に活用さ

せてもらいたいなという風に思っております。私どもではすでに１億 9300 万ほどの専決処

分をいたして、先ほど申し上げましたように業者にお金が払えるようにということで、専

決処分をさせていただきました。いずれにいたしましてもそういう状況でございますので、

今後、市町村総合交付金を頼りにしながら生きている町村でございますので、ご理解とご

支援をお願い申し上げたいと思います。 

 それから東京 2020 のオリンピック競技大会の機運醸成でございますけれども、おかげさ

まで全町村を、全市町村を回るという、我々が要望している部分を実現をさせていただき

まして。それぞれのところではおそらくこれから 2020 に向かってさらに機運の醸成を図っ

てまいりたいという風に思っております。特に醸成をするに当たりましては、十分な財源

もないものですから、財源の話ばかりで申し訳ないんですけれど、ご支援もよろしくお願

い申し上げたいと思います。 

 いずれにいたしましても、スピーディーに知事があちこちを飛び回って、現場を見なが

ら自分の判断をスピーディーにしていただいていることに感謝を申し上げまして、ご挨拶

とさせていただきます。どうもありがとうございました。 

○司会 ありがとうございました。それでは本日の議事に入らせていただきます。議事の

進行役は副知事の多羅尾委員にお願いしたいと存じます。多羅尾委員、よろしくお願いい

たします。 

○多羅尾副知事 それでは以降は私が進行役を務めさせていただきます。本日の議題は３

件ございます。議案書はタブレットにございますので、タブレットをご覧下さい。議案書

の２ページにございます議案第１号、平成 30 年度都市町村協議会歳入歳出決算について、



各種団体からの東京都予算に対するヒアリング'（令和元年 11 月 21 日午後）.doc 

30 

 

を議題といたします。それでは事務局長、説明をお願いいたします。 

○司会 それではタブレットに格納されております議案書の 4/50 ページをスクロールい

ただきたいと思います。議案第１号、平成 30 年度都市町村協議会歳入歳出決算につきまし

て、ご説明申し上げます。決算総額の内訳はタブレットをスクロールいただきまして、6/50

ページに記載のとおりでございます。また監査についてでございますが、福生市長の加藤

委員と武市財務局長に監査委員をお引き受けいただいております。次の 7/50 ページにござ

いますように、両監査委員に監査を行っていただいております。議案第１号の説明は以上

でございます。 

○多羅尾副知事 はい。ただいま事務局長から説明がありました件につきまして、何かご

意見ご発言がありましたらお願いいたします。無いようでございますので、第１号議案に

つきましては議案の通りの扱いとすることでよろしゅうございましょうか。ありがとうご

ざいます。それではそのように取り扱うこととさせていただきます。なお令和元年度決算

の監査委員につきましては、従来からの慣行に寄りまして、市長会幹事の多摩市長阿部部

員と財務局長にお願いをいたしたいと存じます。 

 次に議案書７ページにございます議案第２号、令和元年台風 19 号などによる災害に関す

る東京都への緊急要望について、および議案書の 11 ページにございます議案第３号、令和

２年度東京都予算編成に対する市町村要望等について、は関連がありますので、一括して

議題といたします。本議題は東京都予算に対する知事ヒアリングを兼ねて実施させていた

だきます。まず市側の要望につきまして、市長会会長の清水委員からご説明をお願い申し

上げます。 

○市長会（清水会長） はじめに台風 19 号などによる災害に関する緊急要望について、市

長会、町村会を代表しまして私から説明をさせていただきます。ご案内のとおり、先月襲

来した台風 19 号、21 号は都内の市区町村においても甚大な被害をもたらしました。被災

自治体においては住民の生活再建及び復旧作業に全力で取り組んでいるところであります

が、住民生活や経済活動の早期復旧には、都による緊急かつ重点的な支援が必要不可欠で

あります。ついては都におきましても必要な人的支援や財政措置を講じる事を特別区長会、

町村会、市長会の総意として強く要望をいたします。 

（要望書手交） 

 それでは、ただ今お渡しをいたしました緊急要望の概要についてご説明をいたします。

まずは被災者生活支援についてです。被災者生活再建支援法等に基づく各種支援制度を弾

力的に幅広く活用できるよう、適応要件の緩和や支援の拡充等について、国への働きかけ

をお願いいたします。次に公共土木施設等の災害復旧についてです。災害復旧事業の実施

にあたっては、原状回復にとどまらず、事前防災の視点等も取り入れた改良復旧をお願い

いたします。とりわけ都道の全面復旧を最優先の課題として取り組むことを要望いたしま

す。次に農地、農業用施設等の復旧についてですが、速やかに復旧できるよう財政措置な

ど必要な支援をお願いいたします。次に地方交付税等の財政支援についてです。復旧復興
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に係る財政負担の急増に対処するため特別交付税の確実な措置について国へ働きかけると

ともに、都としても特別な財政措置を講ずるようお願いいたします。次に住民の避難につ

いてです。各自治体単独での避難誘導、避難所の確保には課題のあることから、都有施設

の活用や広域避難について検討するとともに、市区町村が検討する避難所運営について必

要な支援を行うようお願いいたします。次に災害時等における防災情報の発信についてで

す。住民が災害情報を確実に入手できるよう情報発信の改善を図るとともに、各市区町村

の地域の実情に応じた取組について、財政措置など必要な支援をお願いいたします。最後

に多摩川水系における水防強化についてです。多摩川水系の各地で甚大な被害が発生した

ことを踏まえ、河川の管理体制や水防対応機能等を拡充するよう、国へ要望するとともに、

都においても必要な見直しを行うようお願いいたします。要望は以上、７点です。復旧復

興のため早速補正予算のご対応をいただき、感謝を申し上げます。今後とも引き続き市区

町村の置かれた状況をご賢察のうえ、特段のご配慮を賜りますよう、よろしくお願い申し

上げます。 

 続きまして、令和２年度の東京都予算編成に対する市長会要望についてです。最重点要

望項目は大きく３点ございます。まず令和２年度の都の予算編成に当たって、多摩地域の

振興をより実効性のあるものとするために、積極的な施策の推進と財政的な措置をお願い

いたします。多摩の振興プランで示された多摩が目指すべき地域像の実現に向け、各市と

の連携はもとより、多様な自治体とも十分に十分連携を図り、多摩振興の取組を積極的に

推進するようお願いいたします。併せて、東京都長期ビジョンの実現に向けて、多摩地域

と区部における行政サービスの地域格差を是正する視点も踏まえるとともに、新たな長期

計画（仮称）は各市の意見を十分取り入れ、策定されるようお願いいたします。また市町

村総合交付金につきましては、今年度も増額をして頂き感謝申し上げます。しかしながら

市町村における行政需要は年々増加する一方でありますので、交付金のさらなる拡充をお

願いすると共に、市町村の自主性・特殊性にご配慮いただき、個別事情がより反映される

よう一層のご支援を賜りますようお願いいたします。都市基盤整備の積極的な推進につい

ては、幹線道路の早期整備や鉄道の立体交差化、複線化の促進など、いずれも多摩地域の

持続的発展に不可欠な事業であります。多摩都市モノレールの延伸については多摩都民の

悲願でありますので、早急に事業化を図られるようお願いいたします。次に子育てについ

てです。本年 10 月から開始された幼児教育・保育の無償化にあたっては、国の責任におい

て財源を確保するよう都からの働きかけをお願いいたします。また保育需要が喚起され、

待機児童の増加が懸念されることから、保育の量の確保と質の向上を図るため、待機児童

解消に向けての取組の一層の強化をお願いいたします。 

 ２点目は防災事業の充実と財政措置についてです。今しがた緊急要望を提出させていた

だきましたが、我々も市民の安全を最優先に防災事業に取り組んでおりますが、引き続き、

都の支援の強化をお願いいたします。 

 最後に、東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会開催等を契機とした多摩地域
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の活性化についてです。2020 大会やラグビーワールドカップを契機として、我々としても

積極的に多摩地域の活性化を図ってまいりたいと存じますので、さまざまな分野の取組に

対するご支援に加えて、大会後のレガシーに繋がる取組についてもご支援願います。詳し

い要望内容につきましては、３ページからなる令和２年度東京都予算編成に係る最重点要

望事項と、冊子の重点要望事項を後ほどご覧いただければと存じます。いずれも多摩地域

にとりまして切実な要望でありますので、特段のご配慮を賜りますようよろしくお願いを

いたします。説明は以上でございます。 

○多羅尾副知事 どうもありがとうございました。次に町村側の要望につきまして、町村

会長の河村委員からご説明をお願い申し上げます。 

○町村会（河村会長） はい。着座にてご説明をさせていただきます。東京都町村会では、

重点要望を 43 項目にまとめてさせていただきました。そのうちさらに重点項目として、７

項目を今日ご説明させていただきたいと思います。 

 まず第１点でございますけれども、脆弱な町村財政の一丁目一番地といいますか、そう

いう点では市町村総合交付金を毎年少しずつ積み上げをさせていただいておりますけれど

も、ぜひ令和２年度の予算についてもこの点についてご配慮いただき、ご支援をいただけ

ればありがたいなという風に思っております。 

 ２点目でございますけれども、多摩・島しょ地域の振興発展のためには、島しょ地域の

交通手段の定着であるヘリコミの定期運行事業に対する財政支援の継続や、伊豆諸島北部

地域を特定有人国境離島地域に加えるよう、引き続き国に強く働きかけをしていただきた

い。南部地域、北部地域の格差が生じないよう、一体的な振興の推進をお願いをしたいと

思っております。さらには小笠原空港の開設についても特段のご配慮をお願い申し上げま

す。 

 ３点目でございますが、防災対策でございます。島を含めて噴火、地震、あるいは大型

台風や集中豪雨などが予想され、大規模災害の発生が危惧されておりますので、災害に対

するきめ細かな財政支援をお願いをしたいと思っております。 

 ４番目は福祉施策の推進でございます。へき地医療の人材確保の充実など、必要な施策

の実施をさらなる充実、また町村における介護保険事業の実効性の確保などをお願いをし

たいと思っております。過日、424 の病院、特に東京都の中では八丈の公立病院と私ども

の奥多摩病院がそのリストで公表されました。これはあくまでもその分析をした結果でご

ざいますけれども、住民はそういうリストが公表されたことによって非常に不安を持って

おります。そういう点で不安を無くすような努力はもちろんしていかなければいけません

けれども、そこの医師の確保等々含めて、へき地医療対策協議会で派遣をしていただいて

おりますけれども、この辺についても継続実施をしていく、住民の不安が無くなっていく

ような部分をぜひお願いをしたいという風に思っております。 

 それから５番目でございますけれども、農林水産業でございます。森林環境税の維持、

森林環境の維持、保全の財源の確保などを求めるものでございます。森林が地球温暖化の
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防止など、多様な機能を有することから、森林環境税を活用して、林業労働者の確保、技

術者の育成などを推進していただくようお願いを申し上げたいところでございます。昨年

から森林環境税がそれぞれの 23 区 26 市、東京都も含めてですけれどもやって、森林環境

を取ることができるようになりましたけれども、森林のため、むしろ東京都さん自身は西

多摩地域の森林を間伐あるいは枝打ち等していただいておりますけれども、そういう点で

都道府県に配分される環境税、あるいは 23 区を含めた環境税の使い道といいますか、そう

いう点では西多摩地域の市町村が共同して、いろんな意味で山に返してくれと要望をして

おりますので、こういう点も含めて内部調整をしながら、ぜひ山を守っていきたいという

風に思っておりますので、ご尽力を賜りたいと思います。 

 ６番目でございますけれども、将来を見越した町村の税源、財源の確保でございますけ

れども、下水の事業の一元化に向けて基本的な計画など必要な措置を講じていただければ

ありがたいなと。先を見ていきますと下水道には非常にお金がかかる事業でございまして、

まして技術的な部分というのは町村では技術屋さんを持つことができません。そういう点

で短期的な部分ではなくて、長期的な部分を踏まえてこの辺についてもご検討いただきた

いという風に思っております。 

 ７番目でございますけれども、東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会でござ

いますけれども。これは東京都民の大きな願いで、ぜひ成功していきたいという知事の気

持ちと都民の気持ちは同じだと思いますので、こういう醸成を町村では一生懸命やってい

きたい。しかしながら若干お金がかかりますので、こういう部分に対する財政支援もお願

いをしていきたいということでございます。 

 いずれにいたしましても 13 町村の税財政は非常に脆弱でございますので、いろんな意味

で、新しい予算の部分でご支援ご指導を賜りますようお願い申し上げまして、要望の内容

の説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願いします。 

○多羅尾副知事 どうもありがとうございました。それでは、会長・小池知事からコメン

トをお願いいたします。 

○小池知事 はい。まず先ほど令和元年台風 19 号などによる災害に関する緊急要望といた

しまして、区長会、市長会、町村会から７つのご要望をいただいたところでございます。

この緊急要望につきましては、冒頭にも申し上げました、今般の台風被害の復旧復興対応、

そして今後の防災対策に向けて前倒しでの実施が必要な施策に速やかに着手するために、

今回補正予算を組ませていただいたということで発表させていただきました。この補正予

算案では防災対策の推進といたしまして、被災した市町村に対しての特別な支援、一部損

壊住宅の補修工事を対象とした独自の補助制度の新設、それから今回停電があちこちで、

電柱に倒木があって、などがあって、島しょの電柱が問題となり、かねてより進めてまい

りましたがなかなか進んでいなかった島しょの無電柱化、これを前倒しで行っていくなど、

計、合わせまして 134 億円、債務負担行為といたしまして８億円を計上し、この補正予算

案としてまとめたところでございます。これによりまして防災対策の推進など、スピード
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感を持って進めてまいりたいと存じます。先程テレビを見ておりましたら、もうすぐ 12

月だというのに台風 27 号が台湾のすぐそばにあって、本当にどうなっているのかと。どの

ようになるのか注視していきたいと思いますが、いずれにせよ補正予算案を組みまして、

早急な復旧復興、そして防災への備えを進めてまいりたいと思います。そしてまた今回の

台風被害の状況を受けまして、各市町村の皆様方からのご意見も伺いながらしっかりと検

証もしてまいりたい、このように考えております。多摩・島しょ地域はまことに広大でご

ざいます。地震、津波、土砂災害など、さまざまな地域特性があるわけでございまして、

ハードやソフトの両面からの適切な防災対策を展開いたしまして、都民の命を守るセーフ

シティ、この実現のためにしっかりと対応していきたいと考えております。 

 それから私の方から続けて対応させていただきたい点が、次は令和２年度の予算編成に

関する要望で、市長会、町村会から共通のご要望をいただいております。この市町村総合

交付金の拡充と、もうずばりここになるわけでございますけれども、市町村にとりまして

は重要な財源補完制度であるということは言うまでもございません。また健全な財政運営

などに大きく寄与しているものと認識をいたしておりますので、今後とも地域の実情に即

した効果的な支援ができますように努めてまいりたいと考えております。それから市長会、

町村会の共通要望として、オリ・パラ関連のご要望もいただきました。大会を契機とした

多摩地域の活性化について、東京 2020 大会が地域のスポーツ振興を加速させる絶好の機会

であるというご指摘で、開催機運の盛り上げなど、大会を契機とした各市町村の取組が地

域の活性化に資するものだと、このように考えております。都としまして、市町村のスポ

ーツ振興に対しましては、ハードとソフトの両面から補助を行ってまいります。そして身

近な地域におきましても、誰もが楽しめるスポーツ環境の整備、そして障害者スポーツの

振興にも取り組んできたところでございます。市町村が主体的に実施されますコミュニテ

ィライブサイト、それからシティドレッシング、聖火リレー、ボランティアなどの大会関

連事業でございますが、大会運営を支えます重要な取組でございますので、オール東京で

の盛り上げに寄与する、また都といたしまして、この点を考えて積極的に支援を行ってい

るところでございます。加えまして大会期間中ですが、東京スポーツスクエアを東京の魅

力情報発信の拠点として活用をいたしまして、国内外から東京を訪れますメディア、観光

客、都民の方々に対して、都内の産業や観光の魅力を伝えまして世界へ発信する拠点とい

たしたいと思います。これ、有楽町の方でございます。東京 2020 大会の成功に向けては市

町村の皆様方と連携しながら取組を進めてまいります。そしてこのことがまた多摩地域の

活性化にも繋がってくることと存じます。さらに町村会から、聖火リレーの出発式、ミニ

セレブレーションなど、機運醸成のための財政支援についてのご要望をいただいたわけで

ございます。2020 大会の開催に向けて、各町村が都民と一体となって行います機運醸成の

取組は重要でございまして、そのために都は町村が主体的に実施されます聖火リレーの機

運醸成などについて補助を行いますので、積極的に支援を行いたいと存じます。引き続き

各町村と連携しながら大会を盛り上げまして、より多くの都民の方々に楽しんでいただい
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て、ぜひとも、この大会の成功に皆さんのお力を合わせていただきたく存じます。私から

は以上でございます。あとは局長の方からお答えさせていただきます。 

○多羅尾副知事 はい。それでは総務局長の遠藤委員の方からコメントをお願いいたしま

す。 

○総務局長 はい。総務局長の遠藤でございます。本日はありがとうございます。私の方

からは大きく２点についてお話をさせていただきます。 

 一つは市長会から多摩の振興プランの実現についてのご要望をいただいたところでござ

います。多摩の振興プランに基づきまして、多摩振興の取組を積極的に展開していくとと

もに、市町村の自主性、自立性の向上に資する行財政支援や多摩地域における広域連携の

支援等を行いながら、多摩地域が魅力的な地域になるよう、市町村の皆様方と連携いたし

まして積極的に取り組んでまいります。 

 また、長期戦略の策定に向けましては、先般知事と各市町村長の皆様方との意見交換を

実施したところでございます。伺いましたご意見ご要望等を踏まえながら、引き続き検討

を進めてまいりたいという風に考えております。 

 それと町村会からご要望をいただきました島しょ地域の振興や、住民の生活路線として

のヘリコミューターでございます。このヘリコミューターの重要性は十分認識しておりま

して、引き続き支援に努めてまいりたいという風に考えております。なおその方向につき

ましては住民の皆様に安心してご利用いただけるよう、運行事業者に対し安全確保の徹底

を要請してまいります。 

 なお伊豆諸島北部地域については特定有人国境離島地域に加えるよう、これまでも提案

しておりましたが、引き続き国に提案をしてまいりまして、伊豆諸島全域の一体的な振興

にしっかりと取り組んでまいりたいと思います。 

 いずれにしましても、その他いただきました市長会、町村会からの要望事項につきまし

ては、私どもの方から関係局にも伝えまして、しっかりと検討してまいりたいと思います

ので、よろしくお願いいたします。 

○多羅尾副知事 それではこのほかに、委員の皆様から何かご意見ご発言等ございました

らお願いいたします。よろしゅうございますか。それではお時間の都合もありますので、

本議題についてはこのあたりでということにさせていただきたいと思います。それでは最

後に会長の小池知事からコメントがありましたらお願いを申し上げます。 

○小池知事 はい。ありがとうございます。市長会、町村会、区長会、それぞれ連名によ

ります今回の台風災害の緊急災害要望をいただきました。本日、皆様方からお話しいただ

きました内容も踏まえまして、更なる防災対策の充実、強化に努めてまいりたいと思いま

す。令和２年度の予算編成につきましてのご要望につきましても、わが国の経済、緩やか

な景気回復が続くことが期待されておりますけれども、歳入の根幹を成します都税収入で

ございますが、令和元年度税制改正における影響など、その先行き、予断を許さない状況

にあります。また国際情勢一つ取りましても大変予断を許さないような状況が各地域、欧
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州であったり米中であったり、いくつかの課題もございます。こういう中にあるわけです

が、強固な財政基盤の構築に努めながら、個性ある多摩、島しょ地域の発展のために、今

日伺いましたご要望について十分検討してまいりたいと考えております。ありがとうござ

いました。 

○多羅尾副知事 ありがとうございました。これにて本議題は以上とさせていただきます。

本日予定された議案は以上のとおりでございます。続けて、次に意見交換に移らせて頂き

たいと思います。本日のテーマは東京のデジタルトランスフォーメーションでございます。

本件につきまして、副知事の宮坂委員から説明をお願いいたします。 

○宮坂副知事 それではよろしくお願いします。着座にて失礼させてもらいます。私の方

から約 10 分ほど、東京のデジタルシフトというか、デジタルトランスフォーメーションと

最近よく言われてますけれど、これについて皆さんと少し共有をしたいと思います。デジ

タルトランスフォーメーションというのはこの数年、急に使われ始めた言葉であります。

これまではよくデジタル化というのはよく言われていたんです。イメージで言いますと、

昔、こうビデオテープでビデオを持って見ていた、これがＤＶＤになる。これはある種の

デジタル化です。それが今度、今はオンライン上で、いろんなオンラインのビデオサービ

スを観たり、youtube でビデオを観たりと、これまではビデオを借りてきたり買ってきた

りして観ている生活が、家に居ながらいつでも観れると。つまりこれはライフスタイルそ

のものが変わってしまうようなことが起きていると。こういうのはよくデジタルトランス

フォーメーションという言い方をよくしたりします。そういった意味で今、今、紙にあっ

たものがデジタルになるとか、それだけではなくて生活のライフスタイルとか、街のあり

方そのものが変わる、こういった時によくデジタルトランスフォーメーションいうような

言い方を近年されているわけであります。ちなみに略すときはＤＸというように書かれま

す。トランスフォーメーションを海外ではＸと呼ぶそうなんですけれど。最初はＤＴじゃ

ないのかと思ったんですけれど、ＤＸと書いてデジタルトランスフォーメーションとよく

読むそうで、国の方でも経産の方ですごく推していらっしゃいます。 

 東京はまさにデジタルトランスフォーメーションしなければいけないという風に思って

いるわけでございますが、まず平成の振り返りを最初に少しだけしたいと思います。この、

ページで言いますと 50 ページ目の 22 ページのところの、いっぱい、人がたくさん写って

いらっしゃる写真があるところがございます。これは 2005 年のローマのバチカンの広場の

前で、新しい教皇様が誰になるのか待っていらっしゃる写真なんです。これが 2005 年当時

です。この後に 2007 年に iPhone が発売されて、次のスライドですが、2013 年にもう１回

同じような出来事があったんです。全く同じ出来事で、同じ広場の写真なんですけれど、

やはり 2005 年の時と 2013 年で全然違う世界になっているんです。要するにみんながスマ

ートフォンを、手のひらにインターネットを持って世界中がつながってしまったという事

が、この平成の間に起きた最大の出来事ではないかという風に思っています。ちなみに昨

年でございますけれど、世界の人口の半分をついにインターネット利用者が超えたという、
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この前統計を見たんです。これまでもいろんなテクノロジーの道具というのはありました

けれど、多分テレビにしても、多分世界の人口の半分は持ってらっしゃらない可能性が高

いと思うんです。インターネットというのはひょっとすると人類が初めて半分以上の人が

手に入れた共通道具になっている、共通基盤になっている可能性があって。だからこそこ

れだけ世界中がいろんなレベルで大きな変化が起きているんじゃないかと思っています。 

 次の 50 ページ目の 24 でございますけれど、そういう大きな変化がある中で、マーク・

アンドリューセンという、これはブラウザーというものを発明された方が 2012 年に、ソフ

トウェアが世界を飲み込むという論文をウォールストリートジャーナルに書かれたんです。

これどういうことかと言いますと、音楽のＣＤを売っていた会社さんというのは、iTunes

のようなアプリの会社に、ソフトウェア会社になっていくし、小売りの会社はどちらかと

いうと今度は Amazon のようなソフトウェア会社になっていくし、そういった形でありとあ

らゆるサービスというのが、ビジネスにおいてはソフトウェア企業によって塗り替えられ

ていくということを書かれたんです。次の 25 ページでございますけれど、平成元年と平成

30 年の世界の時価総額ランキングを比べた表でございます。よくこの表が出た時に、左側

の方は、元年は日本企業がいっぱい並んでるけれど、30 年は日本企業は無くなったなとい

うのをよく言われますけれど、もう一方で言えることは、このピンク色に、平成 30 年のピ

ンクで塗っているものは、すべてソフトウェア企業なんです。いわゆるソフトウェアで飲

み込んでいった側の企業が、平成 30 年の世界のトップ 10 のうちの７社を占めているとい

うことで、まさに世界中がインターネットでつながり、そしてソフトウェアによって世界

がどんどん書き換えられていった時代というのがこの 30 年に起きた最大の大きな変化で

はないのかなと私は思っています。 

 そういった中で、時代も大きな転換点で、今、令和ということで、26 ページ目の次のス

ライドに行きます。27 ページでございますが、これから何なんだろうかと思いますと、や

はり今度はビッグデータと言われるようになるんです。やはりデータが非常に重要になる

のではないかと思っています。もはやインターネットに世界の半分以上の方が繋がってい

らっしゃいますので、データは膨大に生まれていきます。このデータを使ってどのように

お客様のサービスとか、行政サービスをするのかというところにどんどん争点が移ってき

ているのではないかと思っております。次は 28 ページでございます。いろんなビジネスで、

教育とデータを組み合わせてエデュテックとか、金融とデータを組み合わせてフィンテッ

クとか、こういった今、何とかテックという言葉がすごくよく聞かれると思うんですけれ

ど、まさに今、いよいよ都市とデータというのをどう組み合わせていくのかということが、

今まさに始まろうとしているんではないかという風に今は思っています。次のスライドで

ございますが、都市におけるデータの利活用というのをいよいよ始めるタイミングに来た

のではないかと思っております。次の 30 ページ目でございます。21 世紀はデータ利活用

を都市間で争うような時代になるのではないかと。どの街が上手にデータを使って都市と

か行政をマネジメントしているのかと、こういう競争になるという風に思っております。
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31 ページ目でございますが、すでにもう始まっているところもございます。これは中国の

杭州という町でございます。こちらの方では交通の情報を全部データで解析して、信号の

制御とかをされるそうなんです。それによって渋滞の数をものすごく減らしているという

ケースとか、こういったこともすでに始まっております。それから次の 32 ページでござい

ますが、これはカナダのトロントの事例でございます。新しくトロントに作っている再開

発のエリアを、色んなところにセンサーを埋め込んでいまして、交通とか騒音とかエネル

ギーの使用量とかを全てをデータで集めて、データを使って都市をマネジメントすると、

こういった研究が今どんどん行われています。 

 いよいよ東京というか日本の都市もこういったデータを使った街にしようということで、

33 ページ、このデータを使った街にしようと思っています。そのためにまずやるべきこと

がありまして、34 ページ目でございますが、やはり２つのステップがあると思っておりま

して。まずは繋がる街にしないといけないと。繋がらないことにはデータが集められない

んです。そして２つめは、この繋がった街で集まったデータをデジタル人材で活かしてい

く。そういった街にしていくべきではないかと思っております。次の 35 ページ目。まず、

繋がる街ということについてお話をします。36 ページでございます。これは先日知事が発

表されました東京データハイウェイということで、今始まったものであります。世界最高

のモバイルインターネット網を、この東京のエリアに敷き詰めていこうという事を今、考

えている取組でございます。特に今、この５Ｇが世界で一番ホットになっておりますので、

これに負けないように５Ｇのネットワークを敷いていきたいと。加えて観光客の方は Wi‐

Fi というものを使われることも多いですし、場合によってはエネルギーをもっと使わない

タイプの電波を使った方がいいケースもありますので、電波の種類はいろいろありますけ

れど、５Ｇを中心としたありとあらゆる電波を適材適所で使って、東京中を電波で包み込

んで行くような、そういうインフラを作っていこうというのがこの東京データハイウェイ

でございます。次の 37 ページ目でございます。1964 大会のレガシーというのは、新幹線

とか地下鉄のようなある種の目に見えるハードな道であったという風に思っておりますが、

これに加えて今回は次のページ、2020 年に関しては、電波の道、目に見えないものをしっ

かり残していこうということを知事からしっかり宣言されております。これを東京データ

ハイウェイと呼んで、後の世の人に 2020 大会以降でいよいよその電波というものを、モバ

イルインターネットというものを本当に重点エリアとして始めた元年だったなと言われる

ような年に是非していきたいと思っております。 

 39 ページ目でございます。そのために何をやるかについて、これもすでに動き出してお

りますので、皆さんにご紹介したいと思います。３つのアクションというのをやろうと思

っています。次に一つずつ説明をさせてもらいます。40 ページ目でございます。一つ目は、

東京都にはたくさんの都民の方からお預かりしているアセット、土地とか建物、道路とか

がございます。こういったものを今までは電波の基地局を作ったりとか、Wi-Fi に使うと

はあんまりやってなかったんですけれど、やはり都民の方も今、７割から８割の方がスマ
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ートフォンとかモバイルインターネットを持っていらっしゃいますので、やはり電波が繋

がらないというのは非常にある種、空気が薄いみたいなぐらいの非常にきつい環境だと思

うんです。だからこそやはり都民のために都民からお預かりしているアセットへちゃんと

電波が繋がるようにしようということを今、一生懸命やろうとしています。これまで 40

局しかどうやら基地局がなかったらしいんですけれど、一気に約１万３千件のデータをレ

コード、場所を携帯キャリアの方に今、開放しておりまして、問い合わせがあったらワン

ストップ窓口でサポートしますという。これはまだ実験を始めたばかりなんですけれど、

こういった取組も始めております。 

 次の 41 ページ目でございますが、もう一つ、やはり集中的にやる場所をちょっと作って

みようと思っておりまして、一つ目が「まず隗より始めよ」ではありませんが、この西新

宿の周りです。都庁の周りで、いち早く未来のモバイルインターネット環境を作っていこ

うと思っております。ここを重点エリアにしていこうと思っております。そして次の 42

ページ目でございますが、もう一つは都立大学がございます。こちらの方で５Ｇでどうい

うサービスが重要なのかとか、セキュリティとか、いろんな研究の可能性がたくさんある

と思いますので、こちらの方も重点エリアとして設定してやっていこうと考えております。 

 次の 43 ページ目でございます。今後の課題としましては、５Ｇの方をどんどんやる一方

で、来年はオリンピック・パラリンピックでたくさんの海外からのお客様が来られます。

よく Wi‐Fi がなかなか繋がらないという声も時々聞いたりしますので、そういうことがな

いようにぜひ Wi‐Fi の整備を、特にオリンピックとパラリンピックの会場についてはしっ

かり準備をしていこうと思っています。そしてもう一つは災害時のインターネットの活用

です。これも台風の時に私もちょっと大いに反省するところがありまして、やはりいつで

も、どこでも、誰もがという意味で言いますと、いつでもと言う中には災害の時こそやは

りインターネットに繋がるということが非常に大事だと思います。ある種インターネット

の強靭化そのものも、このタイミングでしっかりやっていきたいという風に思っておりま

す。その災害の中で先ほど知事からもご紹介ありましたけれど、ドローンによる救援物資

の搬送、輸送を実践通りの形でこの前やらせていただきました。ありがとうございます。

こういった災害の時にどんどんインターネットを使っていこうということを、日本をリー

ドしていく形でこれから取組たいと思います。 

 そして次のデジタル人材の街について話をしたいと思います。46 ページ目でございます

が、今ちょうど東京都としてもＩＣＴ人材はもっと増やさないといけないと思っておりま

す。世界各国の主要都市で見ると、このＩＴ部門の職員の数が今非常に少ない状態ですの

で、ここをちゃんと手厚くしていこうと今考えております。 

 次の 47 ページ目でございます。そして最後に東京をデータを使う街にどんどんしていこ

うと思ってるんですけれど、やはりその先にはＳＤＧｓと、今、非常に重要視されており

ますので、データを使ってＳＤＧｓをちゃんと取り組むような街にしていきたいと思いま

す。例えば東京都の方でも非常に取り組んでいることの一つが、気候変動にどう取り組む
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んだろうかと、こういったものもございます。これは環境庁の方で公開されている 2100

年の未来の天気予報というホームページなんですけれど、こういう可能性がこのまま行く

とあると言われておりますので、テクノロジーを使ってもっともっと効率的な街をつくっ

ていこうということを頑張ってやっていこうと思います。 

 そして最後に 49 ページでございます。東京をデータを使ってどんどんどんどん便利で、

そして快適な街にしていこうと。加えてＳＤＧｓにもしっかり適合した街にして、海外の

先進都市の皆さんから東京はやっぱりプロトタイプの街だよなと言われるような街にして

いきたいという風に思っております。そして最後、50 ページ目でございます。ご静聴あり

がとうございました。 

○多羅尾副知事 はい、それではただいまの宮坂委員の説明等につきまして、市町村の各

委員の皆様からもご発言をいただきたいと思いますが、いかがでございましょうか。河村

委員、お願いいたします。 

○町村会（河村会長） 先日、実際に日原に 140ｍ上がって、２キロの実証をやっていた

だきました。今回の補正予算の中で、島に、この、つけると。そのための基礎的な調査を

するということが新聞発表がありました。ぜひこれと同時に、山の奥の方も次の段階でも

結構でございますので、あれだけ実証をやると画像が遠くから撮れるというのが非常に魅

力的でございまして。まず私どもで災害に使いたいという風に思っているので、副知事ど

うぞよろしくお願いします。 

○宮坂副知事 しっかりと実証研究を進めて頑張っていきたいと思います。 

○多羅尾副知事 他にいかがでしょうか。はい、渡辺委員。 

○市長会（渡部副会長） 今日は貴重なお話を聞かせていただきましてありがとうござい

ます。先日、副知事がお見えになった際にも申し上げさせていただきましたが、今日もこ

れからの東京でやはりＩＴ部門の職員数のお話、触れていらっしゃいました。うちの市の

ような規模の小さい市では、なかなかＩＴ部門の職員、専門的な知識や技能を持っている

者がほとんどおりませんので、結局民間のベンダーさんとなんとか組んで、これからのデ

ジタル化を進めていかなければならないということなんですが。これからお願いというこ

とになりますが、東京都で全体の区市町村を含めてＩＴ人材の育成ということについてぜ

ひ力を入れていただきたいということと、やはりあとは、なかなかすぐには自前で育てら

れない間、やはりどうしても民間と連携をどうしても進めて行かざるを得ないというか、

民間の力をやはり借りていくということが現実的だという風に思っています。その時もど

ういうところとどういう組み方をしたらいいのか、これは各区市町村、いろいろ試行錯誤

しながらやろうとしているところはあると思うんですが、全体的な絵柄を東京都が主導し

て、こういうところを注意をしながら、そしてこういうところについてより積極的に関わ

って行ったほうがいいんじゃないかというような、技術的な専門的なアドバイスを各市に

いただけると、人材育成とか各区市町村のデジタルフォーメーションも進むのではないか

と、そんな風に思いますのでよろしくお願いしたいと思います。 
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○宮坂副知事 ありがとうございました。先日も実は知事の発案もありまして、すべての

市区町村の皆様のＩＴ担当者の方と初めて一度に会させてもらったんです。そういった、

これまでややもするとそういう交流が少なかったと聞いていますので、それをちょっと種

に育てて、しっかり情報交換をやりたいと思います。むしろ私の方もすごく皆さんの話を

聞いて勉強になる点も多かったので、場を大事にして進めさせていきたいと思います。あ

りがとうございます。 

○多羅尾副知事 他にご発言、いかがでしょうか。尾崎委員、お願いいたします。 

○市長会（尾崎特別部会長） はい、ありがとうございました。私は全体的なことでお話

をお聞きしたいんですけれど。今回、こんな形で東京の素晴らしい歴史的プロトタイプな

年になるということで、素晴らしい年になるかなという風には思っているわけですけれど。

ただ、これと併せて監視社会になっていくのではないかなという思いがあるんです。すご

く。カメラとＡＩと５Ｇがあると、瞬時にしてどこに誰がいるなんていうのは分かるとい

う、そういう時代が来てしまうのではないかなと思うんです。そういった意味では、東京

都にはぜひこのＩＴを使って積極的に進めていただきたいというのと、それから併せて、

それに対してどう情報を制御していくか、コントロールしていくか、そのそちらの方もぜ

ひ思い切り力を知事には入れて、都民が安心してどこにいても生活できるような、そんな

都市を目指していただきたいなと。この歴史的なプロトタイプな都市というものの中に、

そういうものも少し、少しではなくてたくさん入れて頂ければと、そういう風に思います。

意見というか要望でございます。よろしくお願いします。 

○多羅尾副知事 他にご意見等。お願いいたします、橋本町長。 

○町村会（橋本部会長） 今回の台風 19 号を振り返ってみまして、町も 20 日間の 400 名

あるいは 214 所帯の孤立化を招いた、受けたわけですけれども。東京都さんの一丸となっ

た取組、これに非常に私どもは感銘したようなわけでございます。災害対策本部を設置し

たその時点から、今までにない２名の都の職員の方が来ていただきました。そして一緒に

なって対応をご検討頂いたわけでございますけれども、その晩に都道 184 号線が決壊をし

たということで、これはもうどうしたらいいのかと、私どもは迷ったわけでございますけ

れども。やはりそこに都の職員が２名いたということに対して、非常に迅速な処理ができ

たと。まずその脇に 100 名近い入所者の老人ホームがあるわけですけれども、この対応を

どうするのかと。色んな救急車の問題があったわけですけれども、相談をした結果、自衛

隊の派遣をお願いした方がいいじゃないかと。そういう一つの指導もいただいたようなわ

けでございます。すぐに水道局あるいは自衛隊の方の配慮ですけれども迅速にやっていた

だきまして、次の日はもう自衛隊がヘリで来ていただいたというわけなんですけれども。

ここの、とにかく、一日も生命、財産を、あの人たちを守って行かないとならないという

考え方の下に一緒に動いていただいたと。これは今までそういうことは無かったんです。

それが今回は各市町村に２名ずつ都の職員が来ていただいて、いろんな配慮をしていただ

いたと。これが私は大きな功を奏しまして、20 日間の孤立化を招いたわけですけれども、
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知事さんも来ていただいて現場でいろいろなアドバイスも頂いたようなわけなんですけれ

ども。おかげ様で迅速にそういった災害に対する処理ができたということでありまして。

私はこれからもそういう一つの各市町村にとっては、なかなか技術的なこともできない面

も多々あるわけですので、是非ともこれを一つの契機にご指導いただければ私はありがた

いと。今回、振り返ってみて、やはり昔から初動体制、火事は最初の５分、あとは要らな

いとは言いませんけれども、そういうジンクスがある通り、私はまず初期の段階でそうい

う対応をしていただいたということを私は非常にありがたく思っている次第でございます。

多くの方に、都の職員の方には現地に来ていただきまして、励まし、いろんなアドバイス

もいただいたことに対して、この場をお借りしまして厚く御礼を申し上げる次第でござい

ます。大変どうもありがとうございました。 

○多羅尾副知事 はい、ありがとうございました。他によろしいでしょうか。それでは最

後に会長からご発言をお願いいたします。 

○小池知事 ありがとうございました。日の出町長の方からも先だっての台風の際、都庁

の方からそれぞれリエゾンを送らせて頂いたという点に触れていただきました。そうやっ

て人と、それから最新の情報通信と、両方の合わせ技で安心安全かつ国際競争力のある、

そのような東京にこれからも努めていきたいと思います。またこのＩＴ関係のことにつき

ましては、ぜひそれぞれの皆様方の地域のニーズと、それから東京都でこれから進めてい

くこのシステムづくり、それに必要な人材、うまく連携して無駄がなく、かつうまく連携

できるような形を取っていきたいと考えております。それによって都民の皆さま方の利便

性がさらに上がるということと、コストを削減していく、この両方が叶えられるように努

めていきたいと、このように考えております。そして先ほど、宮坂さんが今回副知事に来

ていただきましたので、このＩＴについてはこれからも皆さん、ご質問がありましたらど

うぞご遠慮なく都の方にお知らせをいただければよろしいかと思います。いつでもご連絡

ください。最後に、この宮坂さんが最後に示されました、東京の最大の戦いは気候変動と

の戦い。小笠原、涼しいということがわかりました。これ、38℃だと書いてありますから。

本当にこれからは経済もそうですし、この気候変動についてもなかなか予測がし難いとい

うことではございますけれども、東京、まさしくワンチームでしっかり取り組ませて頂け

ればと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。本日は実りある、この都

と、そしてまた市町村の皆様方との協議会、誠にありがとうございました。今後ともどう

ぞよろしくお願いいたします。 

○多羅尾副知事 はい。本日は本当にさまざまなご意見、ありがとうございました。これ

で閉会とさせていただきます。それでは事務局の方にお願いいたします。 

○司会 どうもありがとうございました。それではまず小池知事が退室をいたします。皆

様はしばらくお待ちください。係の者が後ほどご案内申し上げます。 
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